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　北島町にある自然生態園は、津島神社の西側に

池があり、水面にはマコモが生え、南の池には羊

草（睡蓮）が浮かび、水中には蛙やメダカ、ザリ

ガニ、魚など、空には蝶やトンボが舞い、夏休み 

 

には子どもたちで賑わっていた。 

　今月２８日は十五夜である。私は、月明かりに

森も池も照らされて岩倉一番の美しい静かな一夜

を期待する。 

　　　　　　　　　　　日本画家　　大野幹彦 

【2004岩倉の風景●満月の自然生態園】 
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悠久の時を刻みながら流れる五条川。多くの文化遺産。 
私たちは、この自然と伝統に恵まれた岩倉を愛し、 
調和のとれたまちづくりをめざして市民憲章を定めます。 

小さなまちから大きな夢を 
岩倉市民憲章 

広げよう　愛　ふれ合い　みんなの和　（家族仲間の和を願って） 

育てよう　心　からだ　みんなの健康　（市民一人一人の幸せを願って） 

高めよう　文化　芸術　みんなの暮らし　（生活の質の向上を願って） 

守ろう　自然　環境　みんなの地球　（かけがえのない地球の存続を願って） 

つくろう　人　まち　みんなの未来　（豊かな社会の実現を願って） 

岩
倉
市
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・
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通
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宣
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核
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器
廃
絶
平
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宣
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市政の窓 �

市政懇談会を開催します　　　  …８ 
環境フェア２００４ 
不要品をご提供ください　　　　…８ 
名古屋コーチン振興組合２０周年記念企画 
消費生活講座「岩倉の名古屋コーチン料理」…９ 
史跡公園月釜　　　　　　　　…９ 
市民スペース　市民ギャラリー情報…９  
岩倉市ジュニアオーケストラ＆セントラル 
愛知交響楽団岩倉駅コンサート  …１０ 
セントラル愛知交響楽団 
岩倉定期演奏会と公開リハーサル…１０ 
灘久美子さんのキューバコラム　…１１ 
愛知万博第３期前売普通入場券を 
販売しています　　　　　　　…１１ 

人形劇フェスティバル・消防署開放・ 
親子チャレ 
ンジ教室 

フォトニュース 

裏表紙 ぶらりいわくら再発見 
北島町かいわい 

岩倉中学校 
��

��

��

��

学校通信 

中学生とのオーストラリア派遣 
国際交流はいま 

五条川空手スポーツ少年団 

補聴器について 

スポーツ大好き！ 

��知っておきたい健康講座 

��市民のひろば・いわくらネットワーク 

暮らしのガイド ��

募集 
一万人卓球大会参加者 
保育園パート職員の登録 

��

催し ��

消防観閲式 
おやつクッキング「ヘルシーおやつ」 
ミニミニコンサート・いわくらフリーマーケット 
講演会「笑いとゆとりでゆっくり長生き」 
親子イキイキいも掘り大会・子ども大学 
第２回「親子法話・坐禅体験教室」 
愛知県親子ふれあい芸術劇場 
人権ハートフェスティバル 
 

��手続き 
市税等の納税には口座振替をご利用ください 
国民健康保険の異動の届け出をお忘れなく 
交通災害共済に家族そろって加入を 
新入学児童健康診断 
私立高等学校等の授業料の一部を補助 
就学援助制度 
 

��講座・教室 
世界のお惣菜「パキスタン編」 
いきいき女性のフィットネス 
かしこい学校選び・高校入試説明会 
愛知県障害者職業能力開発校 
とっさのひとこと英会話・手話体験教室　ほか 

��健康 
基本健康診査・住民検診・歯科健康診査・ 
前立腺がん検診 
インフルエンザ予防接種・歯の健康講演会 
相談・その他 ��

不用品データバンク 
愛・地球博ここが見どころ 
全国道路標識週間 
道路にはみだした樹木はせん定を 
秋の行政相談週間・行政書士無料相談会 
警察安全相談・薬物乱用を防止しよう 
架空請求トラブルが多発しています 
「法の日」無料登記相談会 
教育相談・図書館ニュース 
市民相談・社会福祉協議会相談コーナー　ほか 

－人件費、経常経費、工事コストを 

　　　３億１，７３１万円縮減－  

、
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市民の皆さんによる検証を行いながら市民の皆さんによる検証を行いながら 

－人件費、人件費、経常経費、経常経費、工事工事コストを 

　　　　　　３億１，７３１万円縮減－ 

－人件費、経常経費、工事コストを 

　　　３億１，７３１万円縮減－ 

市民の皆さんによる検証を行いながら 

行政改革を推進しています 行政改革を推進しています 

　
岩
倉
市
で
は
、
行
政
改
革（
※
１
）

を
最
重
点
課
題
と
し
て
、
最
少
の
経

費
で
最
大
の
効
果
を
上
げ
る
た
め
、

平
成
１２
年
度
に
第
２
次
岩
倉
市
行
政

改
革
大
綱
（
※
２
）
を
策
定
し
、
行

政
全
般
に
つ
い
て
常
に
点
検
を
実
施

し
つ
つ
新
た
な
視
点
に
立
っ
た
一
層

の
行
政
改
革
を
推
進
し
て
い
ま
す
。 

計
画
的
な
推
進
を
図
る
た
め
の

行
政
改
革
実
施
計
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各
年
度
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、

行
政
改
革
実
施
計
画
を
策
定
し
計
画

的
な
推
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
行
政
改
革
実
施
計
画
は
、
４３

の
計
画
と
７９
の
項
目
か
ら
な
り
、
第

２
次
岩
倉
市
行
政
改
革
大
綱
の
「
行

政
改
革
の
主
要
事
項
」
に
つ
い
て
、

具
体
的
な
実
施
項
目
、
実
施
・
推
進

計
画
年
度
を
定
め
て
い
ま
す
。 

進
捗
状
況
の
検
証
（
岩
倉
市
行

政
改
革
検
証
委
員
会
）
と
公
表 

　
年
度
ご
と
の
進
捗
状
況
は
、
第
三

者
機
関
の
岩
倉
市
行
政
改
革
検
証
委

員
会
（
※
３
）
で
検
証
さ
れ
、
そ
の

結
果
を
市
民
の
皆
様
に
公
表
し
ま
す
。 

＜用語解説＞ 
※１　行政改革 
　国・地方の行政機関または特殊法人の機構・制度・運営
を改革すること。主として合理化・簡素化や定員削減を行
い、行政の効率化と行政費用の抑制を図ることを目的とす
る。 
 
※２　第２次岩倉市行政改革大綱 
　平成１１年２月に市民各層の代表・市議会議員の代表・
識見者そして職員からなる「岩倉市行政改革検討委員会」 

を新たに設置し、概ね１年にわたり審議を重ね、平成１２
年３月に「第２次岩倉市行政改革大綱（案）」の報告が出さ
れた。岩倉市では、この（案）の主旨を尊重し、平成１２年
５月に、３つの基本事項、９つの主要事項からなる第２次
岩倉市行政改革大綱を策定した。 
 
※３　岩倉市行政改革検証委員会 
　公募委員を含む１０人の委員からなり、岩倉市の行政改
革の進捗状況について、公平かつ中立的な立場で、毎年度、
実績を検証する。 
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　平成１３年度から始まった検証委員会による検証は、今年

度で３回目となります。今年度は、７月９日（金）から７月

２７日（火）までの間に３回にわたり検証委員会が開催され、

岩倉市行政改革推進本部（※４）から提出された平成１５年

度行政改革実績報告書について検証が行われました。 

　検証結果につきましては、報告書としてまとめられ、８月

１８日（水）に検証委員会から市長へ報告されました。 

総括 
　平成１５年度の実績全体について、検証委員会からは次のとおり意見をいただきました。 

平成１５年度実績の検証結果 

検証結果報告 

●職員は、平成１５年度も行政改革に真摯に取り組ん

　でいると評価できる。 

 

●公共工事コスト縮減など、委員（市民）により具体

　的で分かりやすく報告内容を示してもらいたい。 

 

●一昨年から取り組んできた江南市などとの合併を断

　念した今、一層の行政改革が求められている。 

 

●日本経済は右肩下がりの時代を迎えていることから、

　行政の仕組みを見直し、職員が力を合わせ、今後も

　市民のための行政改革に取り組む必要がある。 

●今、行政に求められていることは、公平・公正であ

　り、職員はもちろんだが、市民に痛みが伴うことも

　あり、声の大きいほうに流されるのではなく、公平・

　公正の視点から行政改革を進めることが、行政への

　信頼の向上につながり、市民との協働の基礎ともな

　ることが期待される。 

 

●今後も行政改革が進み、職員が誇りを持って働ける、

　市民に信頼される市政となることを望む。 

 

●平成１２年度に作成された実施計画にとどまること

　なく、新たに生じた行政改革の課題にも取り組んで

　もらいたい。 

※４　岩倉市行政改革推進本部 
　行政改革の実施のため、市長を本部長、助役
を副本部長とし、収入役、教育長および各部長
職の職員で組織されたもの。 

し
治
る。 

に
で
い

か

タ

に

す

要
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正

な

ど

、

用

しん   し 
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　行政改革実施計画の主な実績と検証結果については、次のとおりです。 
　なお、平成１５年度は人件費、経常経費、工事コストを３億１,７３１万円縮減しました。 

※５　グループ制 

　係制を敷かず、事務量や事業の優先度等により職員および
事務をグループに割り振るもの。事務事業の執行に最も適し
た体制を柔軟にとり、事務配分の合理化が図られ、より少な
い人数で効率的に業務を行うことができるとされる。 
 
※６　再任用職員 

　再任用制度とは、定年退職者等の持つ能力や経験を活用す
るために設けられた制度で、市長が公務上必要と認めた場合
に雇用した職員。 

※７　特殊勤務手当 
　著しく危険、不快、不健康または困難な勤務その他の著し
く特殊な勤務で、給与上特別の考慮を必要とするもの。自治
体の条例で規定されており、税務手当、衛生手当などがある。 
 
※８　勤勉手当の成績率 
　勤勉手当とは、職員の勤務成績に応じて、６月、１２月に
支給される能力給としての性格を持つ手当。支給額の算定で
は、勤務期間のほかに勤務成績による割合（成績率）を用い
る。 

主な実績と検証結果 

第２次行政改革 
大綱・主要事項 

 

内 容  

１　組織機構の見直し 
（１）組織・機構の再編 
（２）審議会、協議会等の見直し 

●電子自治体への取り組みを推進するために、情報部門としてIT推進室を企画課か

　ら独立させた。 

●前年度の市民窓口課に加え、税務課でもグループ制（※５）を導入した。 

●保育園運営費などについて、市広報に掲載した（年４回）。 

★来年度予定されている地方公務員法等の改正に合わせ、業務の性格によりフルタ

　イム職員、再任用職員（※６）、短期雇用職員、パート職員などの活用をさらに

　考えていく必要がある。 

★公共施設の管理については、より安いコストでより良いサービスを市民に提供す

　るという視点からは、早く委託することが適当かと思われる。 

★岩倉市は保育行政に大きな資源を投入している。少子高齢化の時代であり、重要

　な施策ではあるが、行政計画全体のバランスの中で、人、物、金等の資源配分の

　あり方について、十分な議論が必要である。 

●「職員配置に関する基本方針」に基づき、現在の事務事業を見直しながら、適正

　な職員配置となるよう努力した。 

●特殊勤務手当（※７）は５種類を廃止し、６種類を見直しした。 

●特別職の調整手当を廃止した。 

●勤勉手当の成績率（※８）の幅を国の制度に合わせて改定した。 

★団塊の世代が退職を迎え大幅に職員が減少するが、市民との協働を考えていかな

　いと行政が成り立たなくなる。 

★特殊勤務手当の見直しは、努力し適正化されてきたが、今後とも、調整手当など

　についても適正化されるよう努力されたい。 

★勤務評定は、現在は管理職だけが対象となっているが、職員のやる気を奮起し、

　持っている能力を生かすためにも、効果があれば一般職員にも同様の制度を採用

　すべきである。 

２　定員・給与の見直し 
（１）定員管理の適正化 
（２）定員適正化計画の策定 
（３）給与等の適正化 

項
目 

主
な
実
績 

主
な
検
証
結
果 

主
な
実
績 

主
な
検
証
結
果 
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●重点課題である市町村合併について地域に出向いて説明会を行った。 

●政策課題研修、法制執務研修など研修内容を強化した。 

●民間（名古屋鉄道（株））派遣研修を実施した。 

 

★流動的で躍動感のある組織づくりが必要であるが、自治体職員だけでなくシンク

　タンクなど民間の異なった意見が入ることにより、議論が活性化する。 

★団塊の世代の退職により職員が大きく減少する中で、正規職員だけでなく臨時職

　員や民間人が入る組織づくりなど新しい制度の導入も必要である。 

３　人材育成の推進 
（１）職員の意識改革 
（２）職員の能力開発 
 

主
な
実
績 

主
な
検
証
結
果 

、

●戸籍を電算化した。 

●各課のホームページを作成（１３課）し、より具体的な情報の提供に努めた。 

●岩倉市事務事業及び民間委託等検討委員会で不要・不急事業の見直しを行い、検

　討結果を取りまとめ、一部の事務事業の委託を実施した。 

●事務事業評価システムの導入について近隣市の状況を調査・研究した。 

★水道法が改正され、水道事業のかなりの部分が民間委託できるようになった。中

　長期的な視点から、水道事業をどうしていくのか検討し、方向性を出してもらい

　たい。 

★事務事業の評価は、評価システムの導入または検証委員会のバージョンアップそ

　れぞれの長所・短所を検討し、重複して行うことのないようにしてもらいたい。 

５　事務事業の見直し 
（１）事務事業の整理合理化 
（２）規制緩和の促進 
（３）情報化等の推進 
 

主
な
実
績 

主
な
検
証
結
果 

※９　経常経費 

　毎年度継続して経常的に支出される経費で、法令上定
めはないが、おおまかには、人件費、物件費、維持補修
費、扶助費、補助費等および公債費をいう。 

４　財政の健全化 
（１）経常経費の削減 
（２）歳入財源の確保 
（３）公共事業のコスト縮減 
 

●民間から借り入れている地方債で借入利率が３㌫を超えるものについて３㌫以下の

　利率での借り換えを行った。 

●経常経費（※９）は、前年度比で５．１㌫、７，３３６万９千円の削減となった。 

●ゴミ収集業務のうち１コースを民間委託とした。 

●市税収納率０．５㌫の向上を目指したが、現年度分で０．１０㌫増、過年度分で１．３５㌫ 

　増となった。 

●市県民税の申告をしていない無申告者（対象８７２件）に対し所得調査を行った。 

●公共サービス等に係る受益者負担の適正化として、市民コンサート、スポーツ教

　室の有料化を実施した。 

●公共工事コスト縮減検討委員会を２回開催し、さらに、技術職員による公共工事

　コスト縮減研究会を設置した。 

★市債の借り換えは煩雑な事務ではあるが、厳しい財政状況を考えると必要なこと

　である。 

★市民サービスの引き下げもやむを得ない部分もあるが、一方、市民の痛みと職員

　の痛みは、バランスをとるように努めるべきである。 

★収納率は、前年度対比では一定向上している。しかし、税の公平を確保するため

　にも、行政改革で掲げた目標を早期に達成できるよう努力してもらいたい。 

★公共工事コスト縮減について、提出された資料は昨年と比べ分かりやすくなって

　いるが、目標に対して実績がどうなったのかが分からない。 

★公共工事コスト縮減検討委員会は、コスト縮減の基準や、いつまでに検討するか

　など目標を検討してもらいたい。 

主
な
実
績 
主
な
検
証
結
果 

平成16年10月1日 6



３

 

●母子寡婦福祉会補助金、和泉村交流事業補助金の廃止、山車修復費補助金の補助

　率の引き下げを行った。 

 

★補助金の削減は、財政状況が厳しくゼロベースでの見直しとならざるを得ないが、

　一律的に行うのではなく、歴史的に役割を終えたものは削り、NPO（※１０）法人

　などの市民活動の支援など、新たに必要になったものへの補助を認めていくこと

　も必要である。 

６　補助金等の整理合理化 
主
な
実
績 

主
な
検
証
結
果 

●尾張北部広域行政圏協議会（※１１）の５市２町で図書館の相互利用を開始した。 

●広域行政圏内の公共施設等のPR用冊子を作成し、市内公共施設、小中学校に配布

　した。 

●３市２町（岩倉市、犬山市、江南市、大口町、扶桑町）で任意の合併検討協議会

　を５回、犬山市脱会後２市２町で１１回開催したが、法定協議会への移行につい

　て合意に至らず、合併検討協議会を解散した。　 

★岩倉市は４万８千人規模の自治体であり厳しい状況は続くが、市町村合併につい

　ては、新法の状況を見ながら情報を収集し、どのような選択をするか慎重に検討

　してもらいたい。 

 

７　地方分権社会への対応 

主
な
実
績 

主
な
検
証
結
果 

●岩倉市環境保全率先計画（※１２）に基づき環境問題研修会を開催した。 

●平成１６年度から古紙・古着の日を設けることとした。 

●ISO１４００１の認証については、費用等の問題から取得しないこととし、環境

　保全率先計画の全面実施に努めることとした。 

★古紙・古着の日の設置は、科学的で説得力のある施策の立案で、原因を分析しそ

　の解決を図っている。 

★ISOの認証は、取得しなくてもそれに匹敵するような取り組みを自前で行えば良

　いと考える。  

８　環境への配慮の推進 

主
な
実
績 
主
な
検
証
結
果 

５

 

４

 

※１０　ＮＰＯ 

　non-profit organization の略。非政府で、非営利の民間組織
に対して用いられる呼称で、NGO と重なる部分も大きいが、
より非営利的性格を強調している。 
 
※１１　尾張北部広域行政圏協議会 
　地方自治法の規定に基づき、尾張北部地域の一体的整備
と住民福祉の増進を図るため、広域的な計画（広域行政圏
計画）の策定と、自治体間の連絡調整を行うため設けられ
た組織。春日井市、犬山市、江南市、小牧市、岩倉市、大
口町、扶桑町の５市２町で構成する。 
 
※１２　岩倉市環境保全率先計画 
　地球規模での環境が問われている今、長期的な視野に立
って環境保全施策を総合的に進めるため策定。職員１２名
で任意の委員会を組織し、平成１２年６月から１３年２月
まで９回にわたり検討。具体的な数値目標を掲げ、実行し
ていく計画とした。 

●問合先　行政課行政係（☎３８―５８０４）まで。 
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岩
倉
市
で
は
、
市
長
・
助
役
・
収
入
役
・
教
育

長
・
各
所
属
部
長
な
ど
が
２
日
間
に
わ
た
り
、
市

政
の
重
点
事
業
に
つ
い
て
の
情
報
を
お
知
ら
せ
し

な
が
ら
、
皆
様
の
ご
意
見
を
伺
い
、
と
も
に
市
政

を
考
え
る
「
市
政
懇
談
会
」
を
開
き
ま
す
。 

　
皆
さ
ん
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ご
来
場
く

だ
さ
い
。 

●
と
き
・
と
こ
ろ
　
表
の
と
お
り 

●
テ
ー
マ
　
「
防
災
に
つ
い
て
」 

　
こ
の
テ
ー
マ
以
外
に
も
、
皆
さ
ん
の
身
近
な
生

活
の
こ
と
や
市
政
に
つ
い
て
お
聞
き
に
な
り
た
い

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
会
場
で
お
た
ず
ね
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

●
参
加
方
法
　
事
前
の
予
約
な
ど
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。
ご
都
合
の
良
い
日
に
、
直
接
会
場
ま
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。 

●
問
合
先
　
企
画
課
広
報
広
聴
係
（
☎
３
８
―
５

８
０
２
）
ま
で
。  

                      

　
環
境
フ
ェ
ア
実
行
委
員
会
で
は
、１１
月
６
日
　
・

７
日
　
の
市
民
ふ
れ
愛
ま
つ
り
で
「
リ
ユ
ー
ス
広

場
」
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
ご
家
庭
で

不
要
に
な
っ
た
品
物
を
募
集
し
ま
す
。 

　
提
供
い
た
だ
い
た
品
物
は
、
リ
ユ
ー
ス
広
場
で

展
示
販
売
し
、
収
益
金
は
環
境
の
た
め
に
役
立
て

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

粗
大
ご
み
の
内
ま
だ
使
え
る
も
の 

　
現
在
、
粗
大
ご
み
有
料
戸
別
収
集
（
☎
６
６
―

８
１
５
３
）
の
電
話
受
付
時
に
、
粗
大
ご
み
の
内

ま
だ
使
え
る
も
の
の
提
供
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

ご
提
供
い
た
だ
く
学
習
机
や
洋
服
ダ
ン
ス
な
ど
、

粗
大
ご
み
が
有
料
戸
別
収
集
と
な
る
こ
と
は
同
じ

で
す
が
、
ま
だ
使
え
る
も
の
を
募
集
し
、
清
掃
事

務
所
内
の
リ
サ
イ
ク
ル
工
房
で
修
理
等
を
行
い
、

展
示
販
売
を
し
ま
す
。  

ま
た
使
え
る
小
さ
な
も
の 

　
子
ど
も
が
大
き
く
な
っ
て
い
ら
な
く
な
っ
た
お

も
ち
ゃ
類
、
皿
や
コ
ッ
プ
な
ど
食
器
類
の
セ
ッ
ト
、

ラ
ジ
カ
セ
な
ど
オ
ー
デ
ィ
オ
製
品
等
々
、
必
要
な

人
に
譲
り
た
い
が
そ
の
あ
て
が
な
い
と
き
は
、
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
住
所
や
連
絡
先
を
お
聞
き
し
、

１０
月
中
に
こ
ち
ら
か
ら
、
お
宅
の
玄
関
先
等
に
引

き
取
り
に
伺
い
ま
す
。
た
だ
し
、
「
コ
ッ
プ
２
個

と
ミ
ニ
カ
ー
３
個
」
と
い
っ
た
数
や
大
き
さ
に
ま

と
ま
り
が
な
い
場
合
は
引
き
取
り
に
伺
え
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
場
合
を
含
め
、
直
接
、

環
境
保
全
課
ま
た
は
、
清
掃
事
務
所
に
事
前
に
ご

連
絡
の
う
え
、
搬
入
し
て
い
た
だ
い
て
も
結
構
で

す
。 

●
受
付
期
間
　
１０
月
１
日
　
〜
２２
日
　 

●
募
集
す
る
も
の
　
有
料
戸
別
収
集
す
る
粗
大
ご

み
の
内
家
具
類
な
ど
、
お
よ
び
、
粗
大
ご
み
に
な

ら
な
い
お
も
ち
ゃ
類
や
オ
ー
デ
ィ
オ
製
品
な
ど
で
、

ま
だ
使
え
、
無
償
で
ご
提
供
い
た
だ
け
る
も
の
。 

●
お
引
き
取
り
で
き
な
い
も
の
　 

★
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
対
象
の
エ
ア
コ
ン
、
テ
レ

ビ
、
冷
蔵
庫
、
冷
凍
庫
、
洗
濯
機
の
５
品
目 

★
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ 

★
扇
風
機
、
掃
除
機
や
ス
ト
ー
ブ
類
、
ガ
ス
コ
ン

ロ
な
ど
の
電
気
・
石
油
・
ガ
ス
機
械
器
具
類 

★
衣
類
、
ふ
と
ん
類 

★
著
し
く
重
い
も
の 

★
消
火
器
、
バ
ッ
テ
リ
ー
な
ど
廃
棄
す
る
際
に
処

理
が
困
難
な
も
の 

●
連
絡
・
問
合
先
　
粗
大
ご
み
受
付
（
☎
６
６
―

８
１
５
３
）
、
環
境
フ
ェ
ア
２
０
０
４
実
行
委
員

会
事
務
局（
清
掃
事
務
所
内
☎
６
６
―
５
９
１
２
）

ま
で
。 

（日） 

（金） 

（金） 

（土） 

環
境
フ
ェ
ア
２
０
０
４ 

ま
だ
使
え
る
、ま
た
使
え
る 

不
要
品
を
ご
提
供
く
だ
さ
い 

市
民
の
皆
さ
ん
と
岩
倉
市
政
を
語
る 

市
政
懇
談
会
を
開
催
し
ま
す 

総合体育文化センター 
多目的ホール 

と　き ところ 

１０月１９日(火)

１０月２０日(水)

午後７時～ 

市役所７階大会議室 
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●
市
政
の
窓
●
 

（日） 

史
跡
公
園
月
釜 

【中元寺徹　水彩画作品展】 

●と　き　９月２７日（月）～１０月３日（日） 

●問合先　中元寺（☎６６―０９８２）まで。  

【彩・美　押花額絵作品展】 

●と　き　１０月４日（月）～１７日（日） 

●問合先　山田（☎０５６８―２２―１９６５）まで。

【赤い羽根作品展】 

●と　き　１０月１８日（月）～２４日（日） 

●問合先　岩倉市社会福祉協議会（☎３７―３１３５）

　　　　　まで。  

　市役所１階には、情報サロンやミニステージ、児
童コーナー、２階には市民ギャラリーやレストラン
など、市民の皆さんに利用していただけるスペース
があります。皆さん、ぜひ、ご利用ください。 
●利用時間　午前８時３０分～午後９時（第２日曜
日、祝日、年末および年始は休みです）ただし、レ
ストランの営業時間は、振替休日を除く月～土曜日
の午前９時から午後６時までです。 

市民ギャラリー 
ちゅうげん じ  とおる 

●メニュー　 

①１０月１５日…名古屋コーチンときのこのご飯、名古屋コーチンのキム

チ鍋、名古屋コーチンと根菜のすいとん、名古屋コーチン刺身、デザート 

②１０月２１日…名古屋コーチン五目ご飯、名古屋コーチンの水炊き、名

古屋コーチン刺身（にぎりずし）、名古屋コーチンと長いもの梅だれ、デ

ザート 

※両日、名古屋コーチンとブロイラーの食べ比べをします。 

●対象　市内にお住まいか、お勤めの人 

●申込開始　１０月４日（月） 

●申込方法　商工農政課窓口へ費用を添えてお申し込みください。 

●申込・問合先　商工農政課商工観光係（☎３８―５８１２）まで。 

岩倉市名古屋コーチン振興組合２０周年記念企画 

　岩倉の名古屋コーチンを使った料理教室を開催します。 

　ぜひ、ご参加ください。 

●と　き　①１０月１５日（金）②１０月２１日（木）、①②とも午前１０時～正午 

●ところ　公民館料理教室 

●定　員　①②とも２０人（申し込み順に受け付け、定員になりしだい、締め切ります） 

●費　用　５００円（材料費） 

●講　師　竹浦江子さん（料理研究家） 

 

       

　
岩
倉
市
文
化
協
会
で
は
、
日
本
の
伝
統
文
化
に

気
軽
に
親
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
次
の
と
お
り

お
茶
会
を
開
催
し
ま
す
。 

　
皆
さ
ん
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
お
越
し
く

だ
さ
い
。 

●
と
き
　
１０
月
１７
日
　
午
前
１０
時
〜
正
午
（
雨
天

決
行
） 

●
と
こ
ろ
　
史
跡
公
園
鳥
居
建
民
家
（
大
地
町
野

合
５１
☎
３
８
―
６
１
０
１
）  

●
呈
茶
券
　
１
席
３
０
０
円（
お
抹
茶
と
お
菓
子
） 

●
席
主
　
岩
倉
市
茶
華
道
連
盟
河
村
社
中 

●
問
合
先
　
岩
倉
市
文
化
協
会
事
務
局
（
生
涯
学

習
課
内
☎
３
８
―
５
８
１
９
）
ま
で
。  

たけうら   きみ  こ 
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●
市
政
の
窓
●
 

　
岩
倉
市
を
拠
点
に
活
動
を
続
け
て
い
る
セ
ン
ト

ラ
ル
愛
知
交
響
楽
団
の
定
期
演
奏
会
を
開
催
し
ま

す
。 

　
昨
年
ま
で
常
任
指
揮
者
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い

ま
し
た
松
尾
葉
子
さ
ん
に
替
わ
り
、
武
生
国
際
音

楽
祭
音
楽
監
督
、
東
京
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響

楽
団
正
指
揮
者
等
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
小
松
長
生

さ
ん
が
今
年
か
ら
音
楽
監
督
と
し
て
就
任
さ
れ
、

今
回
が
岩
倉
で
の
初
指
揮
と
な
り
ま
す
。 

　
オ
ペ
ラ
の
分
野
で
も
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
小
松
さ
ん
の
指
揮
の
も
と
、
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
に

足
立
さ
つ
き
さ
ん
を
お
迎
え
し
、
イ
タ
リ
ア
・
オ

ペ
ラ
の
世
界
を
テ
ー
マ
に
お
贈
り
し
ま
す
。 

　
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。 

第
１１
回
岩
倉
定
期
演
奏
会 

●
と
き
　
１１
月
１１
日
　
開
場
…
午
後
６
時
、
開
演

…
午
後
６
時
４５
分  

●
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ

ー
ル 

●
内
容
　
イ
タ
リ
ア
・
オ
ペ
ラ
〜
愛
の
悦
び
〜
歌

劇
「
セ
ヴ
ィ
リ
ア
の
理
髪
師
」
序
曲
／
ロ
ッ
シ
ー

ニ
、
歌
劇
「
リ
ナ
ル
ド
」
涙
の
流
れ
る
ま
ま
に
／

ヘ
ン
デ
ル
　
ほ
か 

★
指
揮
　
小
松
長
生 

★
ソ
プ
ラ
ノ
　
足
立
さ
つ
き 

★
管
弦
楽
　
セ
ン
ト
ラ
ル
愛
知
交
響
楽
団 

●
入
場
料
　
一
般
…
２
千
５
０
０
円
、
学
生
…
１

千
５
０
０
円
（
全
自
由
席
） 

●
主
催
　
セ
ン
ト
ラ
ル
愛
知
交
響
楽
団
、
中
日
新

聞
社 

●
後
援
　
岩
倉
市
、
岩
倉
市
教
育
委
員
会
、
愛
知

県
教
育
委
員
会
、
Ｆ
Ｍ
―
Ａ
Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ｉ 

●
前
売
券
販
売
場
所
　
市
役
所
１
階
情
報
サ
ロ
ン
、

総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
、
公
民
館
、
ユ
ニ
ー
岩

倉
店
、
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ 

公
開
リ
ハ
ー
サ
ル 

　
演
奏
会
に
先
立
っ
て
、
普
段
は
見
る
こ
と
の
で

き
な
い
リ
ハ
ー
サ
ル
風
景
を
、
セ
ン
ト
ラ
ル
愛
知

交
響
楽
団
の
協
力
を
得
て
公
開
し
ま
す
。 

　
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

●
と
き
　
１１
月
１０
日
　
午
後
１
時
４５
分
〜
２
時
４５

分
（
午
後
１
時
〜
１
時
３０
分
ま
で
に
入
場
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
途
中
で
の
入
退
場
は
で
き

ま
せ
ん
） 

●
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ

ー
ル 

●
入
場
料
　
無
料 

●
そ
の
他
　
幼 

児
の
入
場
は
ご 

遠
慮
く
だ
さ
い
。 

●
問
合
先
　
生 

涯
学
習
課
文
化 

振
興
係
（
☎
３  

８
―
５
８
１
９
） 

ま
で
。  

第
１１
回 

岩
倉
定
期
演
奏
会
と
公
開
リ 

ハ
ー
サ
ル 

　
　
　  

セ
ン
ト
ラ
ル
愛
知
交
響
楽
団 

（水） 

（木） 

、

、

　１０月１日は、「国際音楽の日」です。その趣旨の普及に努めるため、岩倉市ジュニアオーケストラとセントラル愛知交響
楽団による岩倉駅コンサートを開きます。 
　気軽に聴ける駅コンで生の演奏を楽しみながら、音楽についての関心を深めてください。 
「国際音楽の日」って何？ 
　１９７７年にチェコで開催された国際音楽評議会総会で、その翌年より１０月１日を「国際音楽の日」として国際的連帯の
もとに音楽の記念行事を催すことが決定されました。日本でも国民の間に広く音楽について関心と理解を深めてもらうため、
平成６年１１月に「音楽文化の振興のための学習環境の整備等に関する法律」が公布・施行され、１０月１日を「国際音楽の
日」とすることが定められました。 
【バンドネオンとセントラル愛知交響楽団による駅コンサート】 
●と　き　１０月１５日（金）午後５時３０分からと６時３０分から、それぞれ３０分間演奏します。 
●ところ　岩倉駅地下道東階段下付近 
●演　奏　セントラル愛知交響楽団（バイオリン…村木栄里、 
バイオリン＆ビオラ…栗林里衣、コントラバス…丹治清貴、ピ 
アノ…矢田麻子、バンドネオン…島田由美子） 
●曲　目　ジェラシー／ヤコブ・ガーデラ、エル・チョクロ／ 
アンヘル・ヴィジョルド　ほか 
【岩倉市ジュニアオーケストラによる駅コンサート】 
●と　き　１０月１７日（日）午後２時～２時３０分 
●ところ　岩倉駅地下道東階段下付近 
●演　奏　岩倉市ジュニアオーケストラブラスアンサンブル 
●曲　目　ドラゴンボールＺ、大きな古時計、オブラディ・オ 
ブラダ　ほか 
●問合先　生涯学習課文化振興係（☎３８―５８１９）まで。 

国際音楽の日　岩倉市ジュニアオーケストラ＆セントラル愛知交響楽団 

くりばやし り      え 

や     だ   あさ    こ 

たん    じ   きよ  たか 

しま    だ     ゆ     み     こ 

むら    き      え      り 

. 

ま
つ   

お   

よ
う  

こ 

あ    

だ
ち 

こ   

ま
つ
ち
ょ
う
せ
い 

た
け  

ふ 
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●
市
政
の
窓
●
 

愛・地球博一市町村一国フレンドシップ事業 
在キューバ日本国大使館派遣員 

灘久美子さんのキューバコラム（第９回） 
なだ　く　　み　   こ 

　今年のオリンピック観戦では、キューバ人選手のあらゆる分
野での活躍に目を留められた人も多いかと思います。メダルに
結びつかなかった種目もありましたが、多岐に渡る活躍を見て、
改めて、キューバはスポーツ・文化大国だと感じました。 
　キューバのスポーツを代表するものと言えば、野球、バレー
ボールですが、その他でも優れたものがあります。例えば、柔
道、ボクシング、各種陸上競技は、キューバから毎回メダリス
トが出る、国家を代表するスポーツになっています。毎年、海
外の優れた選手も参加して、ボクシング、体操、自転車、フェ
ンシング等のさまざまな競技の国際大会が行われています。 
　革命後、「スポーツ省」が作られたキューバでは、運動能力
の優れた児童のための養成学校も作られ、力を入れる種目は、
武術や卓球から野球、陸上競技等に多岐に渡っています。近年
では、身体障害者のスポーツ促進にも力が入れられ、国際大会
へ次々と出場し、パラリンピックでも、世界記録や大会新記録
を出すなどの活躍をしています。 

　一般的に社会主義国家というのは、自国のスポーツや文化を
重んじるものだと思いますが、キューバもまた、スポーツだけ
でなく、文化にも力を入れています。サルサ・ダンスや音楽が
有名ですが、その他にも国際的に有名なものがあります。例え
ば、バレエはキューバを代表する文化です。革命前に、「ジゼ
ル」で一世を風靡し、世界的に有名であったバレリーナ、アリ
シア・アロンソ率いるバレエ団があったキューバでは、革命後、
政府はそのバレエ団を「キューバ国立バレエ団」とし、すぐに
第１回国際バレエ祭をハバナで開催するとともに、その活動を
称賛し、促進してきました。ハバナでは毎週至る劇場でバレエ
公演が行われ、国内だけでなく海外公演も行うとともに、海外
のバレエ団のキューバ公演への招待も行っています。 
　また、この国を代表するものとして、映画もあります。キュ
ーバでは、毎年１２月にラテンアメリカ映画祭が行われていま
す。これは、１９７９年にラテンアメリカの映画人が集まり、
劇・記録・アニメ映画、情報資料の公開を行ったのを発端とし、
毎年行われ、キューバ国民にラテンアメリカの映画を知る機会
を与えるとともに、ラテンアメリカの監督、俳優等の映画人が
招待され、優秀作品に賞を与えるビッグ・イベントとなってい
ます。「ラテンアメリカ映画学校」もハバナ市郊外に設立され
ています。 
　また、この国には、文学やその他の芸術面においても、日本
では無名なものの、ラテンアメリカでは著名な優れた文化人た
ちがいます。 
　キューバは物質的には決して豊かだとは言えない国ですが、
文化による精神的豊かさを持つ国だと思います。戦後の日本の
路地裏や空地で見られたように、布を詰めて縫い合わせたボー
ルや木で作ったバットで野球をする少年たち、薄っぺらな胴着
を着て道場に通う子どもたちや、国営ライブが屋外で始まると
道で踊りだす子どもたちは、エネルギーに満ちています。 

愛知万博 

　愛知万博の第３期前売普通入場券は当日券に対して割引率約１０㌫とお得です。また、
身体障害者手帳等をお持ちの人などに適用される特別割引入場券の販売が開始されました。 
あわせて全期間入場券も販売中です。 

第３期前売普通入場券 
（平成１７年３月２４日まで販売） 特別割引入場券 全期間入場券 

大人（満１８～６５歳未満） 

中人（満１２～１８歳未満） 

小人（満４～１２歳未満） 

シニア（満６５歳以上） 

※特別割引入場券の適用範囲…身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳、戦傷病者手帳、被爆者健康手帳、特定疾
患医療受給者証、小児慢性特定疾患医療受診券を所持する人。また、これらの人が常時介護を要する場合はその介護者１人。な
お、購入する場合は、適用事由を証する手帳および書類の提示等が必要です。 
●販売先　★普通入場券…旅行代理店、主な交通機関窓口、有名プレイガイド、コンビニエンスストア、インターネット等（一
　　　　　　　　　　　　部「入場券引換券」の取扱いとなる場合があります） 
　　　　　★特別割引入場券・全期間入場券…大手旅行代理店等 
●問合先　愛知県国際博推進局総務課企画・広報グループ（☎０５２―９６２―４０２７、ホームページアドレスhttp://www.pref. 
　　　　　aichi.jp/expo/）または、２００５年日本国際博覧会入場券販売管理センター（☎０５２―５８８―３１６１）まで。 

４，１００円 ２，３００円 １７，５００円 

２，３００円 １，３００円 ９，５００円 

１，４００円 ８００円 ５，７００円 

３，３００円 １，９００円 １４，１００円 

ふう  び 
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会 

 

補
聴
器
に
つ
い
て 

岩
倉
市
医
師
会
　
向
井
　
研 

健　康健　康 
講　座講　座 
健　康健　康 
講　座講　座 
健　康 
講　座 

知っておきたい 

 

む
か
　
い
　
　
　  

け
ん 

　
こ
れ
か
ら
の
日
本
は
高
齢
化
社
会
を
迎
え

て
、
難
聴
者
の
増
加
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
新
生
児
に
対
す
る
聴
覚
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
な
ど
、
幼
少
児
の
難
聴
対
策
が
実
施
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

　
こ
の
よ
う
に
、
音
声
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
障
害
改
善
の
た
め
に
、
補
聴
器
の

果
た
す
役
割
は
、
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
日
本
の
補
聴
器
の
普
及

率
は
と
い
う
と
、
欧
米
諸
国
の
２
分
の
１
か

ら
３
分
の
２
程
度
と
い
う
の
が
現
実
で
す
。

補
聴
器
の
普
及
が
遅
れ
て
い
る
原
因
と
し
て

は
、
①
難
聴
者
自
身
が
自
ら
の
聞
こ
え
の
悪

さ
を
認
め
た
が
ら
な
い
②
補
聴
器
の
性
能
に

対
す
る
不
満
③
補
聴
器
そ
の
も
の
が
大
変
高

価
で
あ
る
こ
と
、
と
い
う
よ
う
な
点
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。 

　
難
聴
は
、
目
に
見
え
な
い
障
害
で
あ
り
、

多
少
聞
こ
え
な
く
て
も
大
体
は
応
対
で
き
る

こ
と
が
多
い
た
め
、
老
人
や
難
聴
者
の
多
く

は
、
難
聴
と
気
づ
か
れ
る
よ
う
な
補
聴
器
の

装
用
を
嫌
が
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ

は
、
実
際
は
逆
効
果
で
、
聞
こ
え
な
い
の
が

分
か
ら
な
い
た
め
に
能
力
の
な
い
人
間
と
判

断
さ
れ
た
り
、
言
っ
て
も
分
か
ら
な
い
か
ら

無
駄
だ
と
誤
解
さ
れ
た
り
し
ま
す
。
そ
れ
よ

り
も
「
自
分
は
、
補
聴
器
を
し
て
い
る
難
聴

者
だ
か
ら
、
そ
の
つ
も
り
で
話
し
て
く
だ
さ

い
」
と
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
堂
々
と
示
し

た
ほ
う
が
良
い
と
思
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
補
聴
器
に
対
す
る
不
満
は
非
常
に

多
く
、
「
言
葉
が
は
っ
き
り
聞
こ
え
な
い
」

「
雑
音
が
多
い
」
「
音
が
割
れ
た
り
響
い
た

り
す
る
」
「
自
分
の
声
が
不
自
然
に
聞
こ
え

る
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
補
聴

器
に
対
す
る
期
待
の
大
き
さ
が
影
響
し
て
い

る
と
思
わ
れ
ま
す
。 

　
補
聴
器
さ
え
つ
け
れ
ば
、
難
聴
は
全
て
解

決
さ
れ
る
と
思
い
が
ち
で
す
が
、
購
入
後
も

「
フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ
」
と
い
っ
て
調
整
を
行

い
な
が
ら
、
そ
の
人
そ
の
人
に
あ
っ
た
補
聴

器
を
作
り
上
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
、
多

く
の
難
聴
者
が
補
聴
器
を
購
入
し
て
も
常
時

使
用
に
至
ら
な
い
の
は
、
フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ

が
行
わ
れ
て
い
な
い
か
、
誤
っ
た
調
整
を
し

て
い
る
か
ら
で
す
。 

　
補
聴
器
の
フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
正
し
く
行

う
に
は
、
耳
鼻
咽
喉
科
か
あ
る
い
は
一
定
水

準
以
上
の
知
識
や
技
術
を
有
す
る
「
認
定
補

聴
器
技
術
者
」
が
従
事
し
て
い
る
「
認
定
補

聴
器
専
門
店
」
で
相
談
す
る
こ
と
を
お
す
す

め
し
ま
す
。 

　
補
聴
器
に
は
公
的
交
付
制
度
が
あ
り
、
耳

鼻
咽
喉
科
医
師
の
診
断
書
が
あ
れ
ば
、
補
聴

器
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
交
付
基
準
に
つ
い
て

は
、
市
の
福
祉
課
（
☎
３
８
―
５
８
０
９
）

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 

練
習
で
「
自
信
」
を
身
に
付
け
る 

 

五
条
川
空
手
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団 

 

　
五
条
川
空
手
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
毎
週 

月
・
木
曜
日
に
五
条
川
小
学
校
で
活
動
し
て

い
ま
す
。 

　
指
導
員
一
同
は
、
空
手
を
通
じ
て
子
ど
も

た
ち
に
強
い
肉
体
と
礼
儀
、
そ
し
て
何
よ
り

も
「
自
信
」
を
身
に
付
け
て
も
ら
い
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

何
か
を
す
る
と

き
、
何
か
を
選

択
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
き

に
迷
っ
て
し
ま

う
。
そ
の
よ
う

な
こ
と
は
、
誰

に
で
も
あ
る
で

し
ょ
う
。
そ
ん

な
と
き
、
自
分

の
行
動
を
決
定

す
る
材
料
が
「
自
信
」
で
す
。
「
自
分
は
こ

ん
な
こ
と
が
で
き
る
。
な
ら
こ
れ
も
で
き
る

は
ず
だ
！
」
「
自
分
は
あ
ん
な
に
一
生
懸
命

練
習
し
て
き
た
。
次
も
が
ん
ば
れ
る
！
」
…

そ
ん
な
「
自
信
」
が
、
空
手
の
練
習
を
続
け No.7
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岩倉市国際交流協会 

中
学
生
と
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
派
遣 

　
出
発
日
。
心
配
そ
う
な
家
族
に
見
送
ら
れ

空
港
を
た
と
う
に
も
、
子
ど
も
た
ち
は
カ
バ

ン
を
置
い
て
き
た
り
搭
乗
券
を
落
と
し
た
り

…
、
初
め
て
の
海
外
は
誰
で
も
そ
う
だ
と
思

い
つ
つ
少
々
不
安
な
旅
立
ち
。 

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
経
由
し
て
、
目
的
地
ブ

リ
ス
ベ
ン
に
着
い
た
の
は
翌
早
朝
。
市
内
の

情
緒
あ
る
た
た
ず
ま
い
に
う
っ
と
り
し
な
が

ら
バ
ス
に
揺
ら
れ
て
約
１
時
間
。
た
ど
り
着

い
た
街
は
ジ
ン
ブ
ン
バ
。
ど
こ
ま
で
も
平
原

の
続
く
中
に
「
ヒ
ル
ズ
学
園
」
は
あ
っ
た
。

校
内
に
公
認
の
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
を
持
ち
、
野

カ
ン
ガ
ル
ー
？
　
も
散
歩
に
来
る
の
ど
か
で

広
大
な
学
園
だ
っ
た
。 

　
子
ど
も
た
ち
を
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
へ
。
私

は
学
園
内
の
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
を
借
り
、
現
地

校
の
先
生
に
買
い
物
や
食
事
に
連
れ
て
行
っ

て
も
ら
え
た
。
予
想
以
上
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
ス
ー
パ
ー
。
と
に
か
く
全
て
が
大
き
い
。

肉
か
ら
パ
ン
か
ら
ジ
ュ
ー
ス
か
ら
…
英
語
を

必
死
に
読
み
な
が
ら
店
内
を
練
り
歩
く
、
ま

さ
に
「Just Looking

」
を
満
喫
し
た
。 

　
現
地
で
働
く
同
世
代
の
日
本
人
の
先
生
た

ち
と
も
知
り
合
え
た
。
海
外
で
働
く
な
ん
て

臆
病
者
の
私
は
考
え
た
こ
と
も
な
く
、
「
な

ぜ
こ
の
国
に
？
」
「
将
来
は
？
」
「
ど
ん
な

苦
労
が
あ
る
？
」
、
夜
遅
く
ま
で
話
し
こ
み
、

勇
敢
な
彼
ら
の
話
は
と
て
も
新
鮮
で
、
印
象

深
い
も
の
で
あ
っ
た
。 

　
翌
日
か
ら
は
、
子
ど
も
た
ち
と
英
語
レ
ッ

ス
ン
や
ゴ
ル
フ
体
験
を
し
た
り
、
現
地
校
の

授
業
に
参
加
し
た
り
し
た
。
遠
足
で
「
ロ
ー

ン
パ
イ
ン
」
を
訪
れ
、
コ
ア
ラ
や
カ
ン
ガ
ル

ー
と
も
触
れ
合
え
皆
大
感
激
。
毎
日
が
あ
っ

と
い
う
間
だ
っ
た
。 

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
今
「
冬
」
。
朝
晩
は

厚
手
の
上
着
が
い
る
冷
え
込
み
で
、
寒
く
て

目
が
覚
め
る
ほ
ど
だ
が
、
昼
近
く
に
は
半
袖

で
も
暑
く
、
カ
ラ
っ
と
し
て
い
て
汗
が
に
じ

む
と
言
う
よ
り
は
日
差
し
が
肌
に
刺
さ
る
よ

う
な
陽
気
。
こ
ん
な
気
候
に
も
体
は
必
死
に

適
応
し
て
い
っ
た
。 

　
子
ど
も
た
ち
も
日
ご
と
に
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
と
の
生
活
に
慣
れ
、
翌
日
に
は
各
家
庭

で
の
話
を
た
く
さ
ん
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
「
海
に
行
っ
た
よ
」
「
友
達
が
来
て

ご
飯
食
べ
た
よ
」
「
馬
に
乗
っ
た
よ
」
み
ん

な
自
慢
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
だ
。
お
礼
に
日
本
料

理
を
作
っ
て
ご
馳
走
し
た
子
も
い
た
。
滞
在

は
４
日
間
と
わ
ず
か
だ
っ
た
が
、
別
れ
の
朝

に
は
感
謝
と
寂
し
さ
で
涙
が
こ
み
上
げ
、
再

会
を
胸
に
誓
っ
て
い
た
よ
う
だ
。 

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
、
比
較
的
日
本
に
な

じ
み
の
深
い
国
だ
と
思
う
。
私
に
も
多
く
の

イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
。
し
か
し
昔
か
ら
言
う

と
お
り
「
百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
」
。
毎
日

が
驚
き
と
発
見
の
連
続
で
あ
っ
た
。
そ
し
て

こ
の
国
を
語
る
に
は
、
こ
の
国
は
ま
だ
ま
だ

と
て
つ
も
な
く
「
ど
で
か
い
」
の
だ
。
こ
れ

か
ら
も
っ
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
知
り
た
い

と
感
じ
、
そ
の
た
め
に
も
っ
と
英
語
を
話
せ

る
よ
う
に
な
り
た
い
と
感
じ
た
の
は
１２
人
の

子
ど
も
た
ち
も
き
っ
と
同
じ
意
見
で
あ
る
だ

ろ
う
。 

　
　
　
　
南
部
中
学
校
教
諭
　
千
田
久
美
子 

せ
ん   

だ  
 

く    

み    

こ 

し 

は
ず
だ

」
「
自
分
は
あ
ん
な
に
一
生
懸
命

練
習
し
て
き
た
。
次
も
が
ん
ば
れ
る
！
」
…

そ
ん
な
「
自
信
」
が
、
空
手
の
練
習
を
続
け

て
い
く
う
ち
に
自
然
と
身
に
つ
い
て
い
く
で

し
ょ
う
。 

　
厳
し
い
な
が
ら
も
、
同
年
代
の
子
ど
も
た

ち
と
何
か
一
つ
の
こ
と
に
取
り
組
む
と
い
う

の
は
、
楽
し
い
も
の
で
す
。
そ
れ
が
ス
ポ
ー

ツ
な
ら
、
な
お
の
こ
と
連
帯
感
が
強
ま
り
ま

す
。
一
緒
に
練
習
を
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、

き
っ
と
良
い
友
達
に
な
れ
る
で
し
ょ
う
。 

　
空
手
の
練
習
ば
か
り
で
は
な
く
、
年
末
年

始
に
は
、
ジ
ュ
ー
ス
や
お
菓
子
を
食
べ
な
が

ら
皆
で
談
笑
し
た
り
、
夏
に
キ
ャ
ン
プ
へ
行

っ
た
り
と
楽
し
い
行
事
も
行
い
ま
す
。 

　
誰
で
も
最
初
は
初
心
者
で
す
。
怖
が
ら
ず

に
一
度
練
習
風
景
を
見
に
き
て
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
た
ち
は
、
笑
顔
で
迎
え
入
れ
て
く
れ

る
は
ず
で
す
。 

●
問
合
先
　
舩
橋
（
☎
３
７
―
１
０
０
７
）

ま
で
。 
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講演会 「笑いとゆとりでゆっくり長生き」 
　小牧法人会岩倉支部では、落語家三遊亭円遊さんによる講演会を 
開催します。 
　皆さん、お誘い合わせのうえ、ぜひ、ご来場ください。 

　と　き　１０月１６日（土）午後１時３０分～３時 

（開場…午後１時）  

　ところ　総合体育文化センター多目的ホール 

　演　題　「笑いとゆとりでゆっくり長生き」 
　講　師　三遊亭円遊さん 

　定　員　５００人（整理券不要） 

　入場料　無料　　　　　　　　 

　主　催　 社団法人小牧法人会岩倉支部  

　後　援　岩倉市、岩倉市商工会、 

岩倉市婦人会、岩倉ゆうわ会、中日新聞社 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 
▼
 
▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

　問合先　小牧法人会岩倉支部事務局（岩倉市商工会館内☎６６―３４００） 

暮らしのガイド 
問合先・岩倉市役所　　☎0587－66－1111（代表） 
ふれ愛コールいわくら　☎0587－38－1717 
市民の声FAX　　　　   　0587－38－2471 
E-mail         　　　　   koho.prsec@city.iwakura.aichi.jp

催し  

  

●
消
防
観
閲
式 

  

　
消
防
観
閲
式
に
は
、
消
防
団
員
・

婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
員
・
消
防
職
員
１

２
５
人
、
消
防
車
両
等
が
参
加
し
、

各
種
訓
練
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。 

　
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

▼
と
き
　
１０
月
１７
日
　
午
前
１０
時
〜

（
雨
天
の
場
合
は
、
岩
倉
東
小
学
校

体
育
館
で
式
典
だ
け
を
行
い
ま
す
） 

▼
と
こ
ろ
　
岩
倉
東
小
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド 

▼
問
合
先
　
消
防
本
部
総
務
課
庶
務

消
防
係
（
☎
３
７
―
５
３
３
３
） 

  

●
お
や
つ
ク
ッ
キ
ン
グ 

　
「
ヘ
ル
シ
ー
お
や
つ
」 

  

　
児
童
館
で
は
、
お
や
つ
作
り
を
体

験
す
る
た
め
に
「
お
や
つ
ク
ッ
キ
ン

グ
」
を
行
い
ま
す
。 

　
野
菜
を
利
用
し
た
ヘ
ル
シ
ー
お
や

つ
を
あ
な
た
も
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。 

▼
と
き
　
１０
月
１６
日
　
午
前
１０
時
〜

正
午 

▼
と
こ
ろ
　
第
五
児
童
館 

▼
メ
ニ
ュ
ー
　
か
ぼ
ち
ゃ
の
ス
コ
ー

ン
、
鬼
ま
ん
じ
ゅ
う
、
三
色
だ
ん
ご 

▼
講
師
　
市
職
員（
栄
養
士
） 

▼
参
加
費
　
２
０
０
円 

▼
定
員
　
３０
人 

▼
申
込
方
法
　
参
加
費
を
添
え
て
お

近
く
の
児
童
館
に
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。 

　
な
お
、
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め

切
り
ま
す
。 

▼
問
合
先
　
お
近
く
の
児
童
館
ま
た

は
、
第
一
児
童
館
（
☎
３
８
―
１
１

０
６
）  

  

●
ミ
ニ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト 

み
ど
り
の
家 

  

　
み
ど
り
の
家
で
は
、
毎
月
１
回
ミ

ニ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
い
て
い
ま

す
。 

　
１０
月
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
１
人

ま
た
は
、
１
グ
ル
ー
プ
で
一
曲
演
奏

し
て
い
た
だ
く
「
ひ
と
り
一
曲
ラ
イ

ブ
」
を
開
催
し
ま
す
。 

　
ど
な
た
で
も
自
由
に
聴
け
ま
す
の

で
、ど
う
ぞ
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。
入
場
は
無

料
で
す
。 

▼
と
き
　
１０
月
１７
日
　
午
後
２
時
〜 

▼
と
こ
ろ
　
み
ど
り
の
家
ふ
れ
あ
い

交
流
ホ
ー
ル 

▼
出
演
者
　
「
ひ
と
り
一
曲
ラ
イ
ブ
」

に
申
し
込
ま
れ
た
人
　 

▼
演
奏
曲
　
ピ
ア
ノ
演
奏
、
ギ
タ
ー

演
奏
　
ほ
か 

▼
問
合
先
　
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
み

ど
り
の
家
（
☎
６
６
―
６
７
０
０
）

   

●
い
わ
く
ら
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト 

  

　
毎
回
好
評
の
「
い
わ
く
ら
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
」
を
市
役
所
の
駐
車
場

で
開
催
し
ま
す
。 

　
「
野
菜
の
広
場
」
が
新
鮮
採
れ
た

て
の
野
菜
を
販
売
す
る
ほ
か
、
地
元 

商
店
も
参
加
す
る
予
定
で
す
。 

　
掘
り
出
し
物
が
き
っ
と
見
つ
か
り

ま
す
よ
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
、
ご
来
場

く
だ
さ
い
。 

▼
と
き
　
１０
月
１７
日
　
午
前
９
時
〜

正
午 

※
雨
天
の
場
合
は
、
１０
月
２４
日
　
に

延
期
し
ま
す
。 

▼
と
こ
ろ
　
市
役
所
駐
車
場 

※
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
開
催
中
は
、

駐
車
場
は
ご
利
用
で
き
ま
せ
ん
。
ご

来
場
は
徒
歩
ま
た
は
、
自
転
車
で
お

願
い
し
ま
す
。 

▼
問
合
先
　
商
工
農
政
課
商
工
観
光

係
（
☎
３
８
―
５
８
１
２
） 

（土） （日） 

（日） 

（日） 

（日） 

さん ゆうていえんゆう 
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正
午 

▼
演
奏
曲
　
ピ
ア
ノ
演
奏
、
ギ
タ
ー

主催：いわくら塾　後援：岩倉市、岩倉市教育委員会 

 

　いわくら塾は、第３次岩倉市総合計画の市民自らが取り組むまちづくり計画「市民地域づくりプラン」の実現を目指し
て活動しています。その活動の一環として、次のとおり行事を開催します。皆さんの参加をお待ちしています。 
　問合先　中村（☎６６－８６４８）、福冨（☎３７－２５３２） 

　いも掘りを通じて、実りの秋を満喫してみませんか！　今年も、昨年に引き続き、休耕田を有効利用して、子どもたちとその
保護者に、土いじりの楽しさと親子のふれあいの大切さを体験してもらういも掘りイベントを開催します。 
　とき　１０月３０日（土）午前９時～午後１時（雨天の場合は、３１日（日）に延期、午前７時に決定） 
　ところ　自然生態園（イベント）、自然生態園北東側の畑（いも掘り） 
　集合時間　午前８時４５分 
　集合場所　自然生態園ワークハウス前 
　内容　いも掘りと、いも料理（ふかしいも、いも粥、さつまスティック等を 
　予定しています。一部は有料）を食べたり、コンテスト等のイベントを行い 
　ます。 
　参加費　１人３００円（子ども、大人とも） 
　募集人数　２００人 
　締切日　１０月１５日（金）（定員になりしだい締め切ります） 
　持ち物　  軍手、スコップ（小型）、タオル、水筒等 
　申込方法　ウッディ和泉（駅前通り☎３７－２２３６）、市役所企画課（☎３８－５８０２）、各児童館等に申込用紙が置いてあります
　ので、必要事項を記入のうえ、お申し込みください。 
　その他　１０月２９日（金）午前９時３０分からいものつる切りを行います（小雨決行）。お手伝いいただける人は、申し込み用
　紙にご記入ください。　 

　坐禅体験を通じて自分を見つめ直してみませんか？　親子のふれあいと子どもたちの健全な育成を図ることを目的に、第２
回坐禅体験教室を開催します。 
　とき　１１月６日（土）午前１０時～午後１時 
　ところ　吉祥寺（下本町下市場） 
　対象　子ども（小中学生、親子での参加も可） 
　内容　法話、坐禅（スカート不可）、文化財の紹介、食事作法（お粥、漬 
　物）、ゲーム 
　参加費　１人１００円（当日集めます） 
　募集人数　３０人 
　持ち物　タオル、お茶等 
　締切日　１０月２２日（金）（定員になりしだい締め切ります） 
　申込方法　ウッディ和泉（駅前通り☎３７－２２３６）、市役所企画課（☎３８－５８０２）、吉祥寺（☎３７－０４６４）に申込用紙が置い
　てありますので、必要事項を記入のうえ、お申し込みください。 

親子イキイキいも掘り大会 
 

第２回「親子法話・坐禅体験教室」 
 
 

子ども大学 
　いわくら塾では「子ども大学」を開催していますが、今年度の参加者を追加募集します。学校週５日制の土曜日を利用して、
地域の大人の人たちと一緒に、楽しく遊びませんか！ 
　対象　市内の小学生と中学生 
　参加費　１人３００円（保険料）
　と各講座の実費が必要です。 
　募集人数　３０人 
　講師　いわくら塾の会員など 
　申込先　福冨（☎３７－２５３２）、
　各学校の担任の先生 
 

おもしろ科学　万華鏡を作ろう！ 

紙飛行機を作って飛ばそう！ 

餅つき大会　凧を作って揚げよう！ 

手品に挑戦！ 

野鳥を観察しよう！ 

実費 

実費 

参加費 

実費 

実費 

実費 

南部中学校 

曽野小学校 

ところ 回数 と　　き 内　　　容 

岩倉南小学校 

岩倉中学校 

五条川小学校 

１０月２３日（土） 

１１月２７日（土） 

１２月２５日（土） 午前１０時 
　～正午 

平成１７年１月２２日（土） 

平成１７年２月２６日（土） 

６ 

７ 

８ 

９ 

１０ 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
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●
愛
知
県
親
子
ふ
れ
あ
い

　
芸
術
劇
場 

　
〜
劇
団
う
り
ん
こ
「
か
ん
づ
め

　
ぼ
う
や
コ
ン
ラ
ッ
ド
」
〜 

  

　
舞
台
芸
術
と
い
う
共
通
の
テ
ー
マ

を
通
じ
て
、
親
子
の
ふ
れ
あ
い
の
心

を
育
成
す
る
た
め
に
、
愛
知
県
親
子

ふ
れ
あ
い
芸
術
劇
場
を
岩
倉
市
で
開

催
し
ま
す
。 

　
「
本
当
に
自
分
ら
し
く
生
き
た
い
」

を
テ
ー
マ
に
、
繰
り
広
げ
ら
れ
る
物

語
で
す
。 

▼
と
き
　
１０
月
２４
日
　
開
場
…
午
後

１
時
３０
分
、
開
演
…
午
後
２
時 

▼
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ

ー
多
目
的
ホ
ー
ル 

▼
内
容
　
劇
団
う
り
ん
こ
に
よ
る
演

劇
「
か
ん
づ
め
ぼ
う
や
コ
ン
ラ
ッ 

ド
」 

▼
入
場
料
　
無
料
（
整
理
券
が
必
要

で
す
） 

※
整
理
券
は
９
月
１７
日
　
よ
り
、
市

役
所
１
階
情
報
サ
ロ
ン
、
公
民
館
、

総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
で
配
布
し

て
い
ま
す
。 

　
た
だ
し
、
配
布
状
況
に
よ
り
整
理

券
が
お
渡
し
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ

い
。 

▼
主
催
　
愛
知
県
教
育
委
員
会
、
岩

倉
市
教
育
委
員
会 

▼
問
合
先
　
生
涯
学
習
課
文
化
振
興

係
（
☎
３
８
―
５
８
１
９
） 

　 
 

●
人
権
ハ
ー
ト
フ
ル
フ
ェ

　
ス
テ
ィ
バ
ル 

  

　
人
権
は
、
私
た
ち
人
間
と
し
て
幸

せ
に
生
き
る
た
め
に
認
め
ら
れ
て
い

る
権
利
で
す
。 

　
い
わ
れ
の
な
い
差
別
を
な
く
し
、

す
べ
て
の
人
が
人
と
し
て
尊
重
さ
れ

る
社
会
を
築
く
た
め
に
は
、
私
た
ち

一
人
ひ
と
り
が
人
権
の
大
切
さ
に
つ

い
て
考
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。 

　
愛
知
県
で
は
、
人
権
啓
発
イ
ベ
ン

ト
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
入

場
は
無
料
で
、
申
し
込
み
は
不
要
で

す
。 

　
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

▼
と
き
　
１０
月
１４
日
　
午
後
１
時
〜

（
正
午
開
場
） 

▼
と
こ
ろ
　
愛
知
厚
生
年
金
会
館（
地

下
鉄
東
山
線
「
池
下
」
駅
下
車
徒
歩

１
分
） 

▼
内
容
　
「
Ｃ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
Ｎ
（
カ
ズ

ン
）
」
ハ
ー
ト
フ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
、

「
吉
永
み
ち
子
」
人
権
ト
ー
ク
、
映

画
「
半
落
ち
」
上
映
、
パ
ネ
ル
展
示

ほ
か 

▼
そ
の
他
　
託
児
あ
り
（
満
２
歳
か

ら
就
学
前
ま
で
、要
予
約
、先
着
順
） 

▼
問
合
先
　
愛
知
県
県
民
生
活
部
県

民
課
人
権
同
和
対
策
室
（
☎
０
５
２

―
９
５
４
―
６
１
６
７
　
０
５
２
―

９
７
３
―
３
５
８
２
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ア
ド
レ
スh

ttp
://w

w
w
.p
re
f. 

a
ic
h
i.jp
/jin
k
e
n
/

）  

         

●
一
万
人
卓
球
大
会
参
加
者 

  

▼
と
き
　
１０
月
１７
日
　
午
前
９
時
〜 

▼
と
こ
ろ
　
岩
倉
東
小
学
校
体
育
館 

▼
種
目
　
男
女
個
人
戦
（
小
学
生
、

中
学
生
の
各
部
門
） 

▼
参
加
資
格
　
県
内
に
お
住
ま
い
で
、

在
学
の
小
・
中
学
生 

▼
参
加
費
　
無
料 

▼
申
込
期
限
　
１０
月
１０
日
　 

▼
主
催
　
愛
知
県
卓
球
協
会 

▼
申
込
・
問
合
先
　
体
育
協
会
事
務

局
（
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
内
☎

６
６
―
２
２
２
２
）  

  

●
保
育
園
パ
ー
ト
職
員（
保

　
育
士
・
調
理
員
）の
登
録 

  

　
岩
倉
市
で
は
、
保
育
園
の
パ
ー
ト

職
員
（
保
育
士
・
調
理
員
）
の
登
録

を
、
随
時
、
受
け
付
け
て
い
ま
す
。 

　
登
録
の
あ
る
人
か
ら
必
要
に
応
じ

パ
ー
ト
職
員
の
採
用
を
し
て
い
ま
す
。 

▼
応
募
資
格
　
６５
歳
ま
で
の
健
康
な

人
。
な
お
、
保
育
士
に
つ
い
て
は
、

保
育
士
資
格
を
有
す
る
人
。 

▼
申
込･

問
合
先
　
児
童
課
児
童
係

（
☎
３
８
―
５
８
１
０
） 

         

●
市
税
等
の
納
税
に
は
口
座

　
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い 

  

　
岩
倉
市
で
は
、
市
税
や
介
護
保
険

料
な
ど
の
支
払
い
に
、
大
変
便
利
な

口
座
振
替
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

　
口
座
振
替
は
、
一
度
の
手
続
き
で
、

決
ま
っ
た
日
に
自
動
的
に
銀
行
な
ど

の
口
座
か
ら
支
払
い
を
す
ま
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。 

　
納
め
忘
れ
を
な
く
す
た
め
に
も
、

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

▼
口
座
振
替
が
で
き
る
も
の 

★
市
県
民
税
（
個
人
普
通
徴
収
分
） 

★
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税 

★
軽
自
動
車
税 

★
国
民
健
康
保
険
税 

★
介
護
保
険
料 

★
保
育
料 

★
水
道
料（
下
水
道
使
用
料
を
含
む
） 

▼
手
続
き
の
仕
方 

　
預
金
通
帳
、
預
金
通
帳
使
用
印
鑑
、

口
座
振
替
を
し
た
い
市
税
や
保
険
料

な
ど
の
領
収
書
ま
た
は
、
納
付
通
知

書
を
持
参
し
、
預
金
口
座
の
あ
る
取

扱
金
融
機
関
ま
た
は
、
市
役
所
税
務

課
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
、
郵
便
に
よ
る
口
座
振
替
依

頼
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。 

※
た
だ
し
、
保
育
料
は
各
保
育
園
ま

た
は
、
児
童
課
で
手
続
き
し
て
く
だ

さ
い
。 

▼
取
扱
金
融
機
関
　
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
・

い
ち
い
信
用
金
庫
・
愛
知
北
農
業
協

同
組
合
・
中
京
銀
行
・
岐
阜
銀
行
・

名
古
屋
銀
行
・
十
六
銀
行
・
愛
知
銀

行
の
全
国
の
本
店
・
支
店
と
郵
便
局 

※
た
だ
し
、
保
育
料
は
、
郵
便
局
で

は
取
り
扱
い
で
き
ま
せ
ん
。 

▼
振
替
期
日
　
申
込
日
か
ら
振
替
開

始
ま
で
に
１
か
月
の
期
間
が
必
要
で

す
。
そ
の
間
に
納
期
が
来
る
税
に
つ

い
て
は
、
お
送
り
し
ま
し
た
納
税
通

知
書
に
よ
り
、
直
接
現
金
で
納
付
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
領
収
書
が
必
要
な
人
は
、

各
担
当
課
で
領
収
書
を
発
行
し
ま
す

の
で
、
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。 

▼
問
合
先
　
市
県
民
税
・
固
定
資
産

税
・
軽
自
動
車
税
は
税
務
課
収
納
係

（
☎
３
８
―
５
８
０
６
）
、
国
民
健

康
保
険
税
は
市
民
窓
口
課
保
険
医
療

係
（
☎
３
８
―
５
８
０
７
）
、
介
護

保
険
料
は
生
き
が
い
課
介
護
保
険
係

（
☎
３
８
―
５
８
１
１
）
、
保
育
料

は
児
童
課
児
童
係
（
☎
３
８
―
５
８

１
０
）
、
水
道
料
金
（
下
水
道
使
用

料
）
は
水
道
課
業
務
係
（
☎
３
８
―

５
８
１
６
）  

 

り

口

し

、

０

４

２
日

ら

（金） 

（木） 

（日） 

（日） 

（日） 

手続き 

募集  

よ
し
な
が
　
　
　
　  

こ 
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取
得
す
る
場
合 

喪
失
す
る
場
合 

そ
の
他 

会社等（社会保険）をやめたとき 

こ ん な と き  必 要 な も の  

健康保険資格喪失証明書、印鑑 

転入したとき 印鑑 

 生活保護を受けなくなったとき 保護廃止決定通知書、印鑑 

出生したとき 国保の保険証、母子健康手帳、印鑑 

会社等（社会保険）に入ったとき 国保の保険証、会社等（社会保険）の保険証 

転出するとき 国保の保険証 

生活保護を受け始めたとき 国保の保険証、保護決定通知書 

死亡したとき 国保の保険証、印鑑 

退職者医療制度に該当したとき 
国保の保険証、年金証書（加入月数の確認 
できるもの）、印鑑 
 退職者医療制度に該当しなくなったとき 

国保の保険証、印鑑 

市内で住所が変わったとき（転居） 

被保険者の氏名が変わったとき 

世帯主が変わったとき 

世帯の合併、分離をしたとき 

保険証をなくしたとき 

１０月５日（火） 

と　き 

　　　６日（水） 

　　　８日（金） 

　　１８日（月） 

　　２２日（金） 

曽野小学校 

ところ 

岩倉北小学校 

岩倉南小学校 

五条川小学校 

岩倉東小学校 

印鑑、身分証明書（免許証等） 

修学のため遠隔地へ行くとき 国保の保険証、在学証明書、印鑑 

長期出張等で別の保険証がいるとき 国保の保険証、印鑑 

係
（
☎
３
８
―
５
８
１
９
） 

a
ic
h
i.jp
/jin
k
e
n
/

）  

人
。
な
お

保
育
士
に
つ
い
て
は

な
ど
の
領
収
書
ま
た
は
、
納
付
通
知

５
８
１
６
）  

  
　
異
動
の
届
け
出
は
１４
日
以
内
に 

●
国
民
健
康
保
険
の
異
動

　
の
届
け
出
を
お
忘
れ
な
く 

   　
会
社
等
を
退
職
し
、
職
場
の
健
康

保
険
、
共
済
組
合
等
の
健
康
保
険
被

保
険
者
の
資
格
が
な
く
な
っ
た
り
、 

被
扶
養
者
の
認
定
を
取
り
消
さ
れ
た

と
き
は
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

　
ま
た
、
会
社
等
に
就
職
し
、
健
康

保
険
の
被
保
険
者
証
を
受
け
と
っ
た 

と
き
は
、
国
民
健
康
保
険
を
や
め
る 

手
続
き
が
必
要
で
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
異
動
が
あ
っ
た
場
合

は
、
表
を
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
、

異
動
の
日
か
ら
１４
日
以
内
に
、
市
民 

窓
口
課
保
険
医
療
係
で
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。 

　
資
格
取
得
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と

医
療
給
付
を
受
け
て
い
な
く
て
も
国

民
健
康
保
険
税
は
、
社
会
保
険
等
の

資
格
が
な
く
な
っ
た
と
き
、
転
入
し

た
と
き
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
課
税
さ
れ

ま
す
。
税
金
は
納
め
て
も
給
付
は
受

け
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
ら
な

い
た
め
に
も
早
め
に
届
け
ま
し
ょ
う
。 

▼
問
合
先
　
市
民
窓
口
課
保
険
医
療

係
（
☎
３
８
―
５
８
０
７
） 

  

●
交
通
災
害
共
済
に
家
族 

　
そ
ろ
っ
て
加
入
を 

  

　
交
通
災
害
共
済
は
、
会
員
が
交
通

事
故
で
け
が
や
死
亡
さ
れ
た
場
合
に
、

事
故
の
程
度
に
応
じ
て
見
舞
金
を
お

支
払
い
す
る
制
度
で
す
。 

▼
加
入
資
格
　
岩
倉
市
の
住
民
基
本

台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
人
、
ま
た

は
外
国
人
登
録
を
さ
れ
て
い
る
人 

▼
会
費
　
１
人
５
０
０
円
（
毎
年
４

月
１
日
〜
翌
年
３
月
３１
日
の
１
年
間

有
効
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
た
だ
し
、
９
月
３０
日
以
降
に
加
入

の
申
し
込
み
を
さ
れ
る
場
合
は
、
１

人
３
０
０
円
で
す
。
　
　
　
　
　
　 

▼
対
象
と
な
る
交
通
事
故
　
自
動
車
、

バ
イ
ク
、
自
転
車
に
よ
る
人
身
事
故 

▼
公
費
助
成
対
象
者
　
平
成
１６
年
４

月
１
日
現
在
、
岩
倉
市
の
住
民
基
本

台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
人
か
外
国

人
登
録
を
さ
れ
て
い
る
人
で
、
７０
歳

以
上
、
ま
た
は
身
体
障
害
者
手
帳
か

療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

は
、
岩
倉
市
が
会
費
を
全
額
負
担
し
、

交
通
災
害
共
済
会
員
と
な
っ
て
い
ま

す
。 

　
交
通
事
故
で
け
が
や
死
亡
さ
れ
た

場
合
は
、
見
舞
金
請
求
書
な
ど
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。 

▼
見
舞
金
の
請
求
方
法
　
見
舞
金
請

求
書
（
組
合
指
定
用
紙
）
に
次
の
書

類
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。 

★
交
通
事
故
証
明
書
（
自
動
車
安
全

運
転
セ
ン
タ
ー
発
行
） 

★
診
断
書（
組
合
指
定
用
紙
）、
ま
た

は
保
険
会
社
が
医
療
機
関
か
ら
取
り

寄
せ
た
診
断
書
（
コ
ピ
ー
可
、
入
院

期
間
、通
院
日
の
記
載
が
あ
る
も
の
） 

★
死
亡
診
断
書
、
ま
た
は
死
体
検
案

書 ★
口
座
振
替
申
請
書（
市
指
定
用
紙
） 

★
会
員
証
兼
領
収
書 

※
な
お
、
請
求
す
る
と
き
に
は
、
印

鑑
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。 

▼
請
求
期
間
　
交
通
事
故
に
あ
っ
た

日
か
ら
２
年
以
内
に
請
求
し
て
く
だ

さ
い
。
２
年
を
過
ぎ
て
か
ら
の
請
求

は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了

承
く
だ
さ
い
。 

▼
問
合
先
　
市
民
窓
口
課
市
民
窓
口

係
（
☎
３
８
―
５
８
０
７
） 

  

●
新
入
学
児
童
健
康
診
断 

  

　
岩
倉
市
教
育
委
員
会
で
は
、
来
春

小
学
校
に
就
学
（
入
学
）
さ
れ
る
お

子
さ
ん
（
平
成
１０
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
１１
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人
）
を
対
象
に
、
市
内
各
小
学
校

で
健
康
診
断
を
行
い
ま
す
。 

　
事
前
に
郵
送
し
ま
し
た
「
就
学
時

健
康
診
断
票
」
お
よ
び
「
就
学
時
健

康
診
断
調
査
票
」
を
ご
持
参
の
う
え
、

指
定
さ
れ
た
就
学
予
定
の
小
学
校
で

受
け
て
く
だ
さ
い
。 

▼
と
き
・
と
こ
ろ 

　
な
お
、
次
の
場
合
は
、
学
校
教
育

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

★
「
就
学
時
健
康
診
断
の
通
知
」
が

届
か
な
い
と
き 

★
就
学
に
関
す
る
相
談 

▼
問
合
先
　
学
校
教
育
課
庶
務
係（
☎

３
８
―
５
８
１
８
） 
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●
私
立
高
等
学
校
等
の
授

　
業
料
の
一
部
を
補
助 

  

　
私
立
高
等
学
校
等
へ
通
っ
て
い
る

生
徒
の
保
護
者
に
対
し
て
授
業
料
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。 

▼
対
象
　
１０
月
１
日
（
基
準
日
）
現

在
、
私
立
高
等
学
校
お
よ
び
専
修
学

校
の
高
等
課
程
に
在
籍
す
る
生
徒
の

保
護
者
で
、
基
準
日
に
お
い
て
市
内

に
住
所
が
あ
る
人
。 

　
た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
人
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。 

①
基
準
日
に
お
い
て
、
特
待
生
な
ど

で
授
業
料
の
納
付
を
全
額
免
除
さ
れ

て
い
る
生
徒
の
保
護
者 

②
通
信
制
の
課
程
、
専
攻
科
ま
た
は
、

別
科
に
在
籍
し
て
い
る
生
徒
の
保
護

者 ▼
補
助
金
額
　
生
徒
１
人
当
た
り
１

万
１
千
４
０
０
円 

▼
申
請
方
法
　
学
校
教
育
課
で
お
渡

し
す
る
用
紙
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。 

▼
申
請
期
間
　
１０
月
１
日
　
〜
１１
月

１
日
　
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除

く
） 

▼
申
請
・
問
合
先
　
学
校
教
育
課
庶

務
係
（
☎
３
８
―
５
８
１
８
）  

  

●
就
学
援
助
制
度 

  

　
岩
倉
市
で
は
、
就
学
困
難
な
児
童

生
徒
の
保
護
者
に
対
し
、
学
用
品 

費
・
学
校
給
食
費
・
修
学
旅
行
費
等

を
援
助
す
る
就
学
援
助
制
度
を
設
け

て
い
ま
す
。 

▼
対
象
　
生
活
保
護
世
帯
以
外
の
世

帯
の
児
童
・
生
徒
の
保
護
者
で
就
学

援
助
基
準
に
該
当
し
、
か
つ
、
経
済

的
に
お
困
り
の
人 

▼
就
学
援
助
基
準 

①
生
活
保
護
が
停
止
ま
た
は
、
廃
止

さ
れ
た
人 

②
市
民
税
が
非
課
税
ま
た
は
、
減
免

さ
れ
た
人 

③
個
人
事
業
税
ま
た
は
、
固
定
資
産

税
が
減
免
さ
れ
た
人 

④
国
民
年
金
保
険
料
の
掛
金
が
免
除

ま
た
は
、
国
民
健
康
保
険
税
が
減
免

も
し
く
は
徴
収
猶
予
さ
れ
た
人 

⑤
児
童
扶
養
手
当
が
支
給
さ
れ
た
人

（
児
童
手
当
は
該
当
し
ま
せ
ん
） 

⑥
世
帯
更
正
貸
付
を
受
け
た
人
　
　

⑦
失
業
対
策
事
業
適
格
者
手
帳
を
持

っ
て
い
る
日
雇
労
働
者
ま
た
は
、
職

業
安
定
所
登
録
日
雇
労
働
者 

⑧
①
か
ら
⑦
以
外
の
人
で
、
特
別
な

事
情
で
経
済
的
に
お
困
り
の
人
　
　 

▼
問
合
先
　
学
校
教
育
課
庶
務
係 

（
☎
３
８
―
５
８
１
８
）  

         

         

●
世
界
の
お
惣
菜
「
パ
キ
ス

　
タ
ン
編
」 

 

岩
倉
市
国
際
交
流
協
会 

  

　
岩
倉
市
国
際
交
流
協
会
で
は
、
食

を
と
お
し
た
交
流
会
「
世
界
の
お
惣 

菜
」
を
開
催
し
ま
す
。 

　
今
回
は
パ
キ
ス
タ
ン
出
身
の
ム
ス

タ
フ
ァ
さ
ん
と
ナ
フ
ィ
サ
さ
ん
ご
夫

妻
が
講
師
を
つ
と
め
ま
す
。 

　
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

▼
と
き
　
１０
月
２４
日
　
午
後
４
時
〜

７
時
３０
分 

▼
と
こ
ろ
　
公
民
館
料
理
教
室 

▼
献
立
　
①
チ
ャ
パ
テ
ィ
（
主
食
）

②
チ
キ
ン
カ
レ
ー
③
サ
ラ
ダ
④
キ
ー

ル
（
デ
ザ
ー
ト
） 

▼
定
員
　
２５
人 

▼
持
ち
物
　
フ
キ
ン
・
エ
プ
ロ
ン
・

筆
記
用
具 

▼
費
用
　
岩
倉
市
国
際
交
流
協
会
会

員
…
４
０
０
円
、
非
会
員
…
９
０
０

円（
小
学
４
年
生
以
下
は
４
０
０
円
） 

▼
申
込
期
限
　
１０
月
１７
日 

▼
申
込
・
問
合
先
　
岩
倉
市
国
際
交

流
協
会
中
山
（
☎
　
６
６
―
８
５
７

３
）、
光
本（
☎
３
７
―
８
６
７
３
） 

  

●
い
き
い
き
女
性
の
フ
ィ
ッ

　
ト
ネ
ス 

〜
産
後
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
教
室
〜 

  

　
産
後
は
、
身
体
の
回
復
を
は
か
る

と
と
も
に
、
育
児
と
い
う
新
し
い
仕

事
が
増
え
、
精
神
的
に
も
肉
体
的
に

も
負
担
に
な
り
が
ち
で
す
。 

　
楽
し
く
運
動
し
て
、
心
も
体
も
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
ょ
う
。 

      

▼
と
き
　
１０
月
２７
日
　
午
前
１０
時
〜

１１
時
３０
分 

▼
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階
視

聴
覚
室 

▼
内
容
　
お
話
・
運
動
実
技
（
ス
ト

レ
ッ
チ
・
軽
い
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
） 

▼
講
師
　
水
谷
純
子
さ
ん
（
健
康
運

動
指
導
士
） 

▼
対
象
　
生
後
４
〜
７
か
月
ご
ろ
の

乳
児
と
そ
の
親 

▼
定
員
　
２０
組
（
先
着
順
） 

※
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
ご
参
加
い
た

だ
け
ま
す
。 

▼
申
込
日
　
１０
月
４
日
　
か
ら
受
け

付
け
ま
す
（
電
話
可
）
。 

▼
持
ち
物
　
室
内
用
の
靴
、
タ
オ
ル

▼
申
込
・
問
合
先
　
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
３
７
―
３
５
１
１
）  

  

●
か
し
こ
い
学
校
選
び
・ 

　
高
校
入
試
説
明
会 

  

　
私
学
を
よ
く
す
る
愛
知
父
母
懇
談

会
で
は
、
「
か
し
こ
い
学
校
選
び
・

高
校
入
試
説
明
会
」
を
開
催
し
ま
す
。 

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。 

▼
と
き
　
１０
月
２３
日
　
午
後
７
時
３０

分
〜
　 

▼
と
こ
ろ
　
公
民
館
２
階
会
議
室 

▼
対
象
者
　
中
学
生
お
よ
び
中
学
生 

の
お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の
保
護
者 

▼
後
援
　
岩
倉
市
、
岩
倉
市
教
育
委

員
会 

▼
問
合
先
　
水
野
（
☎
３
８
―
２
９

０
７
）  

                 

 

い
。 

▼
そ
の
他
　
訓
練
で
必
要
な
工
具
は

※
な
お
、
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め

会
（
☎
３
７
―
３
１
３
５
　
３
８
―

（月） 

（月） 

 

（水） 

（金） 

（土） 

（日） 

（日） 

　消防署では、通報を受けてから救急車が到着するまで

の間、身近にいる人が適切な応急手当ができるよう、心

肺蘇生法や止血法の講習会を行います。 

　とき　毎月９日午後１時３０分～ 

　ところ　消防署２階大会議室 

　申込方法　随時、消防署で受け付けています（電話可）。 

　申込・問合先　消防署（☎３７―５３３３）  

普通救命講習会  

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

み
ず
た
に
じ
ゅ
ん
こ 

講座  
教室  
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岩
倉
市
で
は
、
就
学
困
難
な
児
童

 

３
）、
光
本（
☎
３
７
―
８
６
７
３
） 

（
☎
３
７
―
３
５
１
１
）  

 

  
　
平
成
１７
年
度
訓
練
生 

●
愛
知
障
害
者
職
業
能
力

　
開
発
校 

  

　
愛
知
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
は
、

国
が
設
置
し
、
愛
知
県
が
運
営
し
て

い
る
障
害
者
の
た
め
の
職
業
訓
練
施

設
で
す
。
障
害
者
の
能
力
に
適
応
す

る
訓
練
科
目
に
よ
っ
て
、
基
礎
知
識

と
技
能
を
習
得
し
て
も
ら
い
、
就
職

や
自
立
を
促
進
し
、
生
活
の
安
定
と

社
会
参
加
の
促
進
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。 

　
愛
知
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
で

は
、
平
成
１７
年
度
訓
練
生
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。 

▼
応
募
資
格
　 

★
普
通
課
程
…
高
校
卒
業
（
平
成
１７

年
３
月
卒
業
見
込
み
の
人
を
含
み
ま

す
）
ま
た
は
、
こ
れ
と
同
等
以
上
の

学
力
を
有
す
る
人 

★
短
期
課
程
…
義
務
教
育
修
了
（
平

成
１７
年
３
月
修
了
見
込
み
の
人
を
含

み
ま
す
）
ま
た
は
、
こ
れ
と
同
等
以

上
の
学
力
を
有
す
る
人 

※
い
ず
れ
も
障
害
が
固
定
し
て
お
り
、

訓
練
と
集
団
生
活
が
可
能
な
人 

▼
募
集
科
目
・
期
間
・
定
員
等
　
表

の
と
お
り 

▼
応
募
方
法
　
入
校
願
書
、
健
康
診

断
書
を
、
居
住
地
を
管
轄
す
る
公
共

職
業
安
定
所
（
犬
山
公
共
職
業
安
定

所
）
を
経
由
し
、
愛
知
県
障
害
者
職

業
能
力
開
発
校
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。 

▼
入
校
日
　
平
成
１７
年
４
月
１２
日
　

▼
受
験
料
・
入
校
料
・
授
業
料
　
無

料 

▼
そ
の
他
　
訓
練
で
必
要
な
工
具
は

貸
与
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
教
科
書

代
、
食
費
、
作
業
着
代
は
実
費
が
必

要
で
す
。
通
校
が
不
便
な
人
は
、
寄

宿
舎
に
入
寮
で
き
ま
す
。 

▼
問
合
先
　
愛
知
障
害
者
職
業
能
力

開
発
校
（
〒
４
４
１
―
１
２
３
１
宝

飯
郡
一
宮
町
大
字
一
宮
字
上
新
切
３３

―
１４
☎
０
５
３
３
―
９
３
―
２
１
０

２
）  

  

●
児
童
福
祉
講
座 

　
「
絵
で
診
る
心
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
」 
  

　
い
ま
、
心
の
不
安
定
な
子
ど
も
が

増
え
て
い
ま
す
。 

　
子
ど
も
の
心
は
傷
つ
き
や
す
く
、

そ
の
傷
は
外
か
ら
は
見
え
に
く
い
も

の
で
す
。
そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
の
心

を
、
彼
ら
の
描
く
絵
か
ら
の
ぞ
い
て

み
ま
せ
ん
か
。 

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
子
ど
も

の
絵
か
ら
内
面
を
見
る
方
法
に
つ
い

て
学
ぶ
講
座
「
絵
で
診
る
心
の
Ｓ
Ｏ

Ｓ 

」
を
開
催
し
ま
す
。  

　
子
育
て
中
の
人
を
は
じ
め
、
関
心

の
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ

さ
い
。 

▼
と
き
　
１０
月
１５
日
　
午
前
１０
時
〜

正
午 

▼
と
こ
ろ
　
曽
野
第
二
幼
稚
園 

▼
講
師
　
中
西
芳
夫
さ
ん
（
元
中
日

教
育
相
談
所
長
） 

▼
受
講
料
　
無
料 

▼
定
員 

５０
人 

※
な
お
、
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め

切
り
ま
す
。 

▼
そ
の
他
　
会
場
付
近
に
は
駐
車
場

が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
徒
歩
ま
た
は
、

自
転
車
な
ど
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

▼
申
込
・
問
合
先
　
社
会
福
祉
協
議

会
（
☎
３
７
―
３
１
３
５
　
３
８
―

０
０
３
９
） 

  

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
自
主
企
画
講
座 

●
と
っ
さ
の
ひ
と
こ
と
英
会
話 

  

　
シ
ン
プ
ル
だ
け
ど
な
か
な
か
言
え

な
い
、
そ
ん
な
英
語
を
知
り
た
く
な

い
で
す
か
？ 

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
の
自
主
企
画
に
よ
り
、

英
語
で
外
国
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
と
る
た
め
の
講
座
を
開
催
し

ま
す
。 

　
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ

い
。 

▼
と
き
　
１０
月
３０
日
、
１１
月
２７
日
、

１２
月
４
日
、
平
成
１７
年
１
月
１５
日
、

２
月
１９
日
の
全
５
回
、
い
ず
れ
も
土

曜
日
の
午
前
１０
時
〜
１１
時
３０
分  

▼
と
こ
ろ
　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
３

階
視
聴
覚
室
兼
研
修
室 

▼
対
象
　
小
学
３
年
生
以
上
の
子
ど

も
か
ら
大
人 

▼
定
員
　
３０
人 

▼
参
加
費
　
１
千
円
（
資
料
代
） 

▼
企
画
・
講
師
　
岩
倉
市
英
語
活
動

グ
ル
ー
プ
「
レ
ッ
ツ
」 

▼
申
込
・
問
合
先
　
社
会
福
祉
協
議

会
（
☎
３
７
―
３
１
３
５
　
３
８
―

０
０
３
９
） 

  

●
手
話
体
験
教
室 

  

　
手
話
が
初
め
て
の
人
を
対
象
と
し

て
、
手
話
に
よ
る
簡
単
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
体
験
す
る
教
室
を
開

催
し
ま
す
。 

　
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ

い
。 

▼
と
き
　
１０
月
２５
日
、
１１
月
８
日
、

１５
日
、
２２
日
、
２９
日
の
全
５
回
、
い

ず
れ
も
月
曜
日
の
午
前
１０
時
〜
正
午

▼
と
こ
ろ
　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
３

階
福
祉
団
体
活
動
室
　
ほ
か 

▼
講
師
　
手
話
サ
ー
ク
ル
こ
い
の
ぼ

り
昼
の
部 

▼
受
講
料
　
無
料 

▼
定
員
　
２０
人 

▼
申
込
締
切
日
　
１０
月
１４
日
　 

▼
申
込
・
問
合
先
　
社
会
福
祉
協
議

会
（
☎
３
７
―
３
１
３
５
　
３
８
―

０
０
３
９
） 

 

（火） 

（金） 

（木） 

　

の

肺

　

　

　

　

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

区　分 

普通課程 
システム設計科 
ＯＡシステム科 
コンピュータ制御科 
ＯＡ事務科 
ＣＡＤ設計科 
グラフィックデザイン科 
園芸科 
アパレル科 
彫型工芸科 

訓練科目 訓練期間 募集定員 募集期間 選考日 
２年 
１年 
２年 

１年 

１５人 
２０人 
１０人 
２０人 
２０人 
２０人 

新規学卒者 
１０月１日（金）～２９日（金） 
 
一般（新規学卒者を含む） 
第１回 
１１月１日（月）～３０日（火） 
第２回 
平成１７年１月４日（火）～ 
２月１０日（木） 

 
１１月１４日（日） 
 
 
第１回 
１２月１２日（日） 
第２回 
平成１７年 
２月２０日（日） 

短期課程 

合わせて４０人 

な
か
に
し
よ
し  

お 
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健康を守るあなたの健診日 

と　き 対象地域 

１０月  １日（金） 

１０月  ４日（月） 

１０月  ５日（火） 

１０月  ６日（水） 

１０月  ７日（木） 

１０月１２日（火） 

１０月  ８日（金） 

１０月１３日（水） 

本町 

中本町 

中本町 

西市町 、宮前町 

下本町 

東町 

稲荷町 

東新町 
※送迎はありません。 

         

　
健
康
管
理
の
た
め
に
ぜ
ひ
受
診
を
！ 

●
基
本
健
康
診
査
・
住
民
検

　
診
・
歯
科
健
康
診
査
・
前

　
立
腺
が
ん
検
診 

  

　
健
康
な
生
活
を
過
ご
す
た
め
に
は

日
ご
ろ
か
ら
の
健
康
管
理
と
毎
年
の

定
期
健
診
が
大
切
で
す
。 

　
岩
倉
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

健
康
を
守
る
た
め
、
表
の
と
お
り
基

本
健
康
診
査
と
住
民
検
診
・
歯
科
健

康
診
査
を
健
康
づ
く
り
の
拠
点
で
あ

る
保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
い
ま
す
。 

基
本
健
康
診
査 

※
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

▼
対
象
　
昭
和
４０
年
３
月
３１
日
以
前

に
生
ま
れ
た
人
。
た
だ
し
、
勤
務
先

な
ど
で
健
診
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
人
、
ま
た
、
現
在
医
療
機
関
で
治

療
中
の
人
は
除
き
ま
す
。 

▼
検
査
項
目
　
胸
部
Ｘ
線
間
接
撮
影

（
住
民
検
診
）
、
尿
検
査
、
身
体
計

測
、
問
診
、
血
圧
測
定
、
心
電
図
検

査
、
血
液
検
査
（
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
、
貧
血
、
肝
機
能
、
血
糖
、
じ
ん

機
能
、
尿
酸
）
、
医
師
の
診
察
、
眼

底
検
査
（
医
師
が
必
要
と
認
め
た
人

の
み
）
、
Ｂ
型
・
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
検
査
（
今
年
度
に
４０
歳
・
４５
歳
・

５０
歳
・
５５
歳
・
６０
歳
・
６５
歳
・
７０
歳

に
な
る
人
等
） 

▼
費
用
　
無
料 

▼
受
付
時
間
　
午
後
０
時
１５
分
〜
１

時
３０
分 

▼
注
意
事
項
　
基
本
健
康
診
査
受
診

券
（
は
が
き
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

※
受
診
券
が
届
い
て
い
な
い
人
で
受

診
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
当
日
受
付 

で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
当
日
は
血
糖
検
査
を
行
い 

ま
す
の
で
、
糖
分
は
避
け
、
飲
食
は

午
前
９
時
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す 

（
お
茶
は
飲
ん
で
も
か
ま
い
ま
せ 

ん
）
。 

▼
検
査
結
果
　
約
１
か
月
後
に
、
個

人
通
知
し
ま
す
。 

※
３５
歳
か
ら
３９
歳
ま
で
の
人
で
基
本

健
康
診
査
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
有

料
（
４
千
１
０
０
円
）
で
受
診
で
き

ま
す
。 

住
民
検
診 

※
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

▼
対
象
　
平
成
元
年
４
月
１
日
以
前

に
生
ま
れ
た
人
。
た
だ
し
、
学
校
や

勤
務
先
な
ど
で
検
診
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
人
は
除
き
ま
す
。 

▼
検
査
項
目
　
胸
部
Ｘ
線
間
接
撮
影
、

尿
検
査
、
身
体
計
測
、
問
診
、
血
圧

測
定 

▼
費
用
　
無
料 

▼
受
付
時
間
　
午
後
０
時
１５
分
〜
１

時
３０
分 

歯
科
健
康
診
査 

※
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。 

▼
対
象
　
昭
和
５０
年
３
月
３１
日
以
前

に
生
ま
れ
た
人
、
お
よ
び
妊
婦
。 

▼
定
員
　
４
３
０
人 

▼
診
査
内
容
　
歯
牙
、
歯
周
診
査
、

相
談
、
指
導 

▼
費
用
　
無
料 

▼
時
間
　
午
後
１
時
〜
２
時
３０
分 

▼
申
込
方
法
　
保
健
セ
ン
タ
ー
で
受

け
付
け
ま
す
（
電
話
可
。
午
前
８
時

３０
分
〜
午
後
５
時
。
た
だ
し
、
土
・

日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
。
な
お
、
定

員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り
ま
す
）
。 

前
立
腺
が
ん
検
診
　
　 

▼
対
象
　
検
査
年
度
に
５０
歳
以
上
の

男
性
　
　
　
　
　 

▼
検
査
内
容
　
血
液
採
取
（
Ｐ
Ｓ
Ａ

値
測
定
）
　
　
　
　 

▼
費
用
　
２
０
０
円
（
検
診
当
日
に

お
支
払
い
く
だ
さ
い
） 

▼
申
込
方
法
　
基
本
健
康
診
査
実
施

日
に
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
申
し
出

て
く
だ
さ
い
（
定
員
に
な
り
し
だ
い

締
め
切
り
ま
す
）
。 

※
駐
車
場
が
少
な
い
た
め
、
車
で
の 

お
越
し
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

▼
問
合
先
　
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
３

７
―
３
５
１
１
）  

  

●
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種 

  

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
を

実
施
し
ま
す
。
接
種
を
受
け
る
に
は
、

事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。 

▼
対
象
者 

・
市
内
に
住
所
を
有
し
、
接
種
当
日

に
満
６５
歳
以
上
の
希
望
者 

・
６０
歳
以
上
６５
歳
未
満
の
人
で
、
心

臓
・
じ
ん
臓
・
も
し
く
は
呼
吸
器
の

機
能
ま
た
は
、
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ

ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
に
障
害
を

有
し
、
自
己
の
日
常
生
活
活
動
が
極

度
に
制
限
さ
れ
る
程
度
の
障
害
を
有

す
る
希
望
者 

▼
接
種
日
　
１１
月
１０
日
　
・
１１
日
　
・

１２
日
　
・
１５
日
　
・
２９
日
　
・
３０
日

　
、
１２
月
１
日
　
・
２
日
　
・
３
日

　
・
８
日
　
・
９
日
　 

▼
接
種
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー 

▼
費
用
　
５
５
０
円
（
個
人
負
担
） 

※
昨
年
ま
で
接
種
費
用
を
一
部
（
生

活
保
護
世
帯
等
）
免
除
し
て
い
ま
し

た
が
、
今
年
度
か
ら
免
除
制
度
を
廃

止
し
ま
し
た
の
で
、
す
べ
て
の
人
に

つ
い
て
接
種
費
用
が
必
要
と
な
り
ま

す
。 

▼
申
込
方
法
　
表
の
と
お
り
各
地
区

で
受
付
を
行
い
ま
す
。
最
寄
り
の
受

付
会
場
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。 

※
な
お
、
６５
歳
以
上
で
要
介
護
認
定

（
１
〜
５
）
を
受
け
て
お
り
、
保
健

セ
ン
タ
ー
に
来
る
こ
と
が
困
難
な
人

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

                   

▼
問
合
先
　
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
３

７
―
３
５
１
１
）  

 
 

 

（月） 

（月） 

（火） 

（水） 

（水） 

（木） 

（木） 

（金） 

（金） 

（水） 

（木） 

申込日時および会場 

※なお、保健センターでは期間中、申し込みを受け付けています。 

受付日時 午前１０：００～１１：００ 午後１：３０～２：３０ 

１０月２７日（水） 

２８日（木） 

保健センター 保健センター 

第五児童館 東町会館 

２９日（金） くすのきの家 大上市場会館 

１１月  １日（月） 第七児童館 野寄町公会堂 

２日（火）  第三児童館 南部老人憩の家 

４日（木） 石仏会館 八剱会館 

 

 

グ

ら 

談 
他 

健康  
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健

１

１０

１

１

１

１

１

１

日
曜
日

祝
日
は
除
く
。
な
お

定

　
、
１２
月
１
日
　
・
２
日
　
・
３
日

７
―
３
５
１
１
）  

  
●
歯
の
健
康
講
演
会 

　 

 

　
歯
の
健
康
と
喫
煙
な
ど
の
生
活
習

慣
と
は
大
き
く
関
連
し
て
い
ま
す
。

　
生
活
習
慣
を
見
直
す
こ
と
で
、
お

口
の
中
の
健
康
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。 

　
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

▼
と
き
　
１０
月
２０
日
　
午
後
１
時
３０

分
〜
３
時 

▼
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階
視

聴
覚
室 

▼
テ
ー
マ
　
「
歯
周
病
は
生
活
習
慣

病
」 

▼
講
師
　
加
藤
充
孝
さ
ん
（
尾
北
歯

科
医
師
会
岩
倉
支
部
歯
科
医
師
・
保

健
セ
ン
タ
ー
歯
科
衛
生
士
） 

▼
持
ち
物
　
普
段
使
っ
て
い
る
歯
ブ

ラ
シ 

▼
申
込
方
法
　
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
（
電
話
可
）
。 

▼
申
込
・
問
合
先
　
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
３
７
―
３
５
１
１
）  

            

         

●
不
用
品
デ
ー
タ
バ
ン
ク 

            

　
ご
家
庭
で
眠
っ
て
い
る
不
用
品
の

有
効
利
用
と
、
む
だ
の
な
い
消
費
生

活
の
た
め
に
不
用
品
デ
ー
タ
バ
ン
ク

を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

　
物
品
の
や
り
と
り
は
、
当
事
者
間

で
話
し
合
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

登
録
物
品
（
９
月
１
日
現
在
） 

▼
あ
げ
ま
す
　
柔
剣
道
防
具
一
式
、

ル
ー
ム
ラ
ン
ナ
ー
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
機
、

子
ど
も
用
ベ
ビ
ー
ゲ
ー
ト 

▼
求
め
ま
す
　
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

ラ
ッ
ク
式
、
幼
児
用
自
転
車
（
５
、

６
歳
用
）
、
ベ
ビ
ー
カ
ー  

▼
問
合
先
　
商
工
農
政
課
商
工
観
光

係
（
☎
３
８
―
５
８
１
２
）  

 

（火

（水

（木

（水） 

愛・地球博　 
　ここが見どころ ～企業パビリオン②～ 

★ホームページアドレスhttp://www.pref.aichi.jp/expo/

か  

と
う
み
つ
た
か 

三菱未来館＠earthもしも月がなかったら（出展者：三菱愛知 
万博綜合委員会） 
　米国の天体物理学者ニール・Ｆ・カミンズの著書「もしも月がなかった

ら」をベースに「月の誕生」に始まり、「もしも月がなかったら」、地球

はどうなっていたか？　有り得たかもしれない「もしも月がなかったら」

の地球の姿を映像化し、「自然の不思議」への好奇心を呼び起こします。 

トヨタグループ館（出展者：トヨタグループ） 
　「２１世紀の『モビリティの夢、楽しさ、感動』」をテーマに、「人間 

の拡張」をコンセプトに開発された１人乗りの未来コンセプトビーグル 

「i-unit（アイユニット）」や「トヨタ・パートナーロボット」によるパ

フォーマンスを通じて、未来社会の方向性と未来技術、そして未来ビーグ

ルの可能性を紹介します。 

日立グループ館（出展者：日立グループ） 
　国際自然保護連合（ＩＵＣＮ）が世界規模で絶滅のおそれのある種に 

選定した「レッドリスト」にある動物を、最新のＩＴを駆使してリアル 

な映像として再現します。これら希少動物と、映像を通してふれあい体 

験ができる、驚きと感動の体験型エンターテインメントパビリオンです。 

　問合先　愛知県国際博推進局総務課企画・広報グループ（☎０５２― 
９６２―４０２７） 

▼
 

▲トヨタグループ館 

▲三菱未来館＠earthもしも月がなかったら 

▲日立グループ館 

相 談 
その他 
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１０
月
１
日
　
〜
７
日
　 

●
全
国
道
路
標
識
週
間 

  

　
道
路
標
識
は
、
道
路
を
安
全
で
快

適
に
迷
わ
ず
利
用
す
る
た
め
に
、
な

く
て
は
な
ら
な
い
「
道
し
る
べ
」
で

す
。 

　
国
・
県
・
市
町
村
で
は
、
こ
の
期

間
、
道
路
標
識
の
点
検
や
見
直
し
を

行
い
ま
す
。 

　
道
路
標
識
を
一
層
利
用
し
や
す
い

も
の
に
す
る
た
め
、
ア
イ
デ
ア
お
よ

び
お
気
づ
き
の
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　 

▼
連
絡
・
問
合
先
　
愛
知
県
建
設
部

道
路
維
持
課
（
☎
０
５
２
―
９
６
１

―
２
１
１
１
）
、
一
宮
建
設
事
務
所

維
持
管
理
課
（
☎
０
５
８
６
―
７
２

―
１
４
１
１
）
、
市
役
所
土
木
課
維

持
管
理
係
（
☎
３
８
―
５
８
１
３
） 

  

●
道
路
に
は
み
だ
し
た
樹 

　
木
は
せ
ん
定
を 

  

　
庭
木
や
生
け
垣
は
、
身
近
な
緑
と

し
て
、
ま
た
、
美
し
い
街
並
み
と
し

て
大
切
な
も
の
で
す
。 

　
し
か
し
、
放
っ
て
お
く
と
枝
葉
が

伸
び
て
道
路
へ
は
み
出
し
、
歩
行
者

や
自
転
車
の
通
行
の
妨
げ
と
な
っ
た

り
、
地
域
の
美
観
を
損
な
う
こ
と
に

も
な
り
ま
す
。 

　
事
前
に
せ
ん
定
を
行
う
な
ど
、
適

正
な
維
持
管
理
に
努
め
て
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

▼
問
合
先
　
土
木
課
維
持
管
理
係 

（
☎
３
８
―
５
８
１
３
）  

  

●
全
国
地
域
安
全
運
動 

  

▼
と
き
　
１０
月
１１
日
　
〜
２０
日
　 

▼
活
動
の
重
点 

・
侵
入
盗
の
防
止 

・
自
動
車
盗
の
防
止 

・
高
齢
者
を
狙
う
お
れ
お
れ
詐
欺
の

防
止 

▼
ス
ロ
ー
ガ
ン
　
守
ろ
う
よ
　
わ
た

し
の
好
き
な
　
ま
ち
だ
か
ら 

〜
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
　
マ
イ
タ
ウ
ン
　

愛
知
〜 

▼
問
合
先
　
江
南
警
察
署
生
活
安
全

課
（
☎
５
６
―
０
１
１
０
）  

  

　
１０
月
１８
日
　
〜
２４
日
　 

●
秋
の
行
政
相
談
週
間 
  

　
総
務
省
で
は
、
国
や
特
殊
法
人
な

ど
が
行
っ
て
い
る
仕
事
に
つ
い
て
、

国
民
の
皆
さ
ん
か
ら
苦
情
や
意
見
・

要
望
を
お
聞
き
し
て
、
あ
っ
せ
ん
す

る
「
行
政
相
談
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
行
政
相
談
制
度
を
知
っ
て
い

た
だ
き
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
１０

月
１８
日
　
か
ら
２４
日
　
ま
で
「
行
政

相
談
週
間
」
を
実
施
し
ま
す
。 

岩
倉
市
の
行
政
相
談 

　
岩
倉
市
で
は
、
秋
の
行
政
相
談
週

間
の
一
環
と
し
て
、
１０
月
の
行
政
相

談
を
次
の
と
お
り
時
間
を
延
長
し
て

行
い
ま
す
。 

　
年
金
、
保
険
、
税
金
、
登
記
、
環

境
衛
生
、
消
費
者
保
護
、
交
通
安
全
、

道
路
、
窓
口
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
つ
い

て
、
苦
情
や
意
見
・
要
望
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま

す
。 

▼
と
き
　
１０
月
２２
日
　
午
前
１０
時
〜

午
後
３
時 

▼
と
こ
ろ
　
市
役
所
市
民
相
談
室 

▼
問
合
先
　
行
政
課
行
政
係
（
☎
３

８
―
５
８
０
４
）  

一
日
合
同
行
政
相
談
所
の
開
設 

　
総
務
省
中
部
管
区
行
政
評
価
局
は
、

次
の
と
お
り
「
一
日
合
同
行
政
相
談

所
」
を
開
設
し
、
年
金
、
税
金
、
登 

記
等
の
行
政
相
談
を
は
じ
め
、
相 

続
・
離
婚
な
ど
の
法
律
相
談
も
受
け

付
け
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。 

▼
と
き
　
１０
月
２６
日
　
午
前
１０
時
〜

午
後
３
時 

▼
と
こ
ろ
　
名
古
屋
市
中
区
栄
オ
ア

シ
ス
２１
「
銀
河
の
広
場
」 

★
一
日
相
談
所
長
　
丹
野
み
ど
り
さ

ん
（
ユ
ー
ガ
ッ
タ
！
　
Ｃ
Ｂ
Ｃ
キ
ャ

ス
タ
ー
） 

▼
問
合
先
　
中
部
管
区
行
政
評
価
局

（
名
古
屋
市
中
区
三
の
丸
２
―
５
―

１
名
古
屋
合
同
庁
舎
２
号
館
☎
０
５

２
―
９
７
２
―
７
４
１
５
）  

　
な
お
、
当
日
都
合
の
悪
い
人
は
、

次
の
と
こ
ろ
で
い
つ
で
も
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

行
政
相
談
委
員 

　
行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣
か

ら
委
嘱
さ
れ
て
い
る
民
間
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
、
皆
さ
ん
の
身
近
な
相
談
相

手
で
す
。 

　
岩
倉
市
の
相
談
委
員
は
、
次
の
皆

さ
ん
で
す
。 

★
丹
羽
繁
雄
さ
ん 

★
塩
谷
光
代
さ
ん 

行
政
苦
情
１
１
０
番 

★
総
務
省
中
部
管
区
行
政
評
価
局
首

席
行
政
相
談
官
室
（
名
古
屋
市
中
区

三
の
丸
２
―
５
―
１
名
古
屋
合
同
庁

舎
第
２
号
館
☎
０
５
２
―
９
６
２
―

１
１
０
０
）  

★
名
古
屋
総
合
行
政
相
談
所
（
名
古

屋
市
中
区
栄
３
―
２
―
１７
ダ
イ
エ
ー

栄
店
８
階
☎
０
５
２
―
２
６
３
―
１

１
９
２
、
午
前
１０
時
〜
午
後
６
時
、

休
業
日
・
祝
日
は
休
み) 

                          

 
 

 

記
載
さ
れ
て
い
て
も
、
電
話
を
か
け

★
こ
れ
ら
の
多
く
は
支
払
い
義
務
の

（月） 

（月） 

（月） 

（火） 

（水） 

（木） 

（金） 

（金） 

（日） 
（日） 

に   

わ  

し
げ  

お 

し
お
た
に
み
つ 

よ 　１０月は、行政書士制度強調月間です。 
　愛知県行政書士会尾北支部では、この月間行事として無料相談会を開きます。幅広い
法律知識に基づいて、担当の行政書士が分かりやすく説明します。 
　お気軽にご相談ください。 
　と　き　１０月２１日（木）午後１時３０分～３時３０分 
　ところ　市役所市民相談室 
　相談内容　農地法許可、開発許可、建設業許可、風俗営業許可の各申請 
★各種申請書等の作成を他人に依頼するときは、ご注意ください。 
　官公署に提出する各種申請書、届出書等について、他人にその作成を依頼したり、相
談したり、あるいはそれらの書類を県や市町村などの官公署に提出する手続きの代行を
依頼したりすることがありますが、こうしたときのために行政書士制度があります。 
①官公署に提出する書類、権利義務・事実証明に関する書類（実地調査に基づく図面類
を含む）の作成 
②①の書類を官公署に提出する手続きの代行 
③①の書類の作成についての相談 
　行政書士会の会員でない者が、他人の依頼を受け、報酬を得て①の業務を行うことは、
行政書士法により、禁止されており、それに違反した場合は罰せられることになってい
ます。 
　問合先　愛知県行政書士会尾北支部事務局（☎５４―６２０９）  

行 政 書 士 無 料 相 談 会  

▼
 

▼
 

▼
 

▼
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請求 

○○○債権 回収センター 

り

地
域
の
美
観
を
損
な
う
こ
と
に

も
な
り
ま
す
。 

月
１
日
　
か
ら
２
日
　
ま
で
「
行
政

相
談
週
間
」
を
実
施
し
ま
す
。 

）  

　
な
お
、
当
日
都
合
の
悪
い
人
は
、

  

  
●
警
察
安
全
相
談 

  

　
警
察
安
全
相
談
と
は
、
犯
罪
な
ど

の
被
害
を
防
止
す
る
た
め
の
相
談
や
、

く
ら
し
の
安
全
と
平
穏
に
関
す
る
相

談
を
い
い
ま
す
。 

　
愛
知
県
警
で
は
、
警
察
安
全
相
談

の
窓
口
と
し
て
警
察
本
部
と
す
べ
て

の
警
察
署
に
「
住
民
コ
ー
ナ
ー
」
を

設
け
、
警
察
の
担
当
者
が
皆
さ
ん
か

ら
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。 

　
あ
な
た
の
身
に
な
っ
て
相
談
に
応

じ
、
一
緒
に
な
っ
て
問
題
解
決
を
図

り
ま
す
。 

　
ま
た
、
内
容
に
よ
っ
て
は
専
門
の

相
談
機
関
を
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

相
談
者
の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、

安
心
し
て
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
警
察
に
相
談
し
た
い
と
き
は
、
警

察
本
部
ま
た
は
、
お
近
く
の
警
察
署

の
「
住
民
コ
ー
ナ
ー
」
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。 

　
な
お
、
電
話
で
の
相
談
に
も
応
じ

て
い
ま
す
。 

　
お
気
軽
に
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

★
警
察
本
部
警
察
相
談
専
用
電
話
…

＃
９
１
１
０
（
プ
ッ
シ
ュ
回
線
）
ま

た
は
、
☎
０
５
２
―
９
５
３
―
９
１

１
０
（
ダ
イ
ヤ
ル
回
線
）  

★
江
南
警
察
署
…
☎
５
６
―
０
１
１

０（
内
線
２
２
７
住
民
サ
ー
ビ
ス
係
） 

▼
開
設
時
間
　
月
〜
金
曜
日
、
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
（
な
お
、
祝
日
は

除
き
ま
す
） 

  

●
薬
物
乱
用
を
防
止
し
よ
う 

  

　
今
日
、
社
会
規
範
意
識
の
低
下
な

ど
を
背
景
に
、
薬
物
の
乱
用
が
一
般

の
人
々
に
も
浸
透
し
て
き
て
い
ま
す
。

特
に
、
中
学
生
、
高
校
生
な
ど
の
次

世
代
を
担
う
若
者
た
ち
の
間
に
も
広

ま
っ
て
き
て
お
り
、
深
刻
な
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

　
麻
薬
、 

覚
せ
い
剤
、 

大
麻
、
シ 

ン
ナ
ー
等 

の
乱
用
は
、 

乱
用
者
個 

人
の
健
康
を
脅
か
す
だ
け
で
な
く
、

多
く
の
犯
罪
を
引
き
起
こ
し
、
社
会

を
脅
か
す
原
因
に
も
な
り
ま
す
。 

　
愛
知
県
で
は
、
こ
の
よ
う
な
薬
物

乱
用
の
恐
ろ
し
さ
に
つ
い
て
、
県
民

の
皆
さ
ん
に
正
し
く
理
解
し
て
い
た

だ
き
、
薬
物
乱
用
を
防
止
す
る
た
め

に
、
１０
月
と
１１
月
の
２
か
月
間
、 

「
麻
薬
・
覚
せ
い
剤
乱
用
防
止
運
動
」

を
実
施
し
ま
す
。
期
間
中
は
、
県
内

各
地
で
街
頭
啓
発
活
動
を
実
施
し
ま

す
。 

　
こ
れ
を
機
に
、
薬
物
乱
用
の
恐
ろ

し
さ
を
認
識
し
、
薬
物
乱
用
の
な
い

社
会
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。 

▼
問
合
先
　
愛
知
県
健
康
福
祉
部
医

薬
安
全
課
（
☎
０
５
２
―
９
５
４
―

６
３
０
５
　
０
５
２
―
９
５
３
―
７

１
４
９
） 

  

●
架
空
請
求
ト
ラ
ブ
ル
が 

　
多
発
し
て
い
ま
す 

  

　
利
用
し
た
覚
え
の
な
い
有
料
番
組

等
の
利
用
料
（
情
報
料
）
を
請
求
す

る
は
が
き
、
電
子
メ
ー
ル
、
電
話
が

届
く
と
い
う
「
架
空
請
求
」
の
被
害

が
多
発
し
、
減
少
す
る
気
配
は
あ
り

ま
せ
ん
。 

　
最
近
で
は
、
存
在
し
な
い
法
律
や

制
度
を
記
載
し
た
り
、
「
弊
社
は
、

最
近
多
発
し
て
い
る
悪
質
な
架
空
請

求
業
者
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
断
り

書
き
を
入
れ
た
り
も
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
実
在
す
る
債
権
回
収
業
者
名

や
弁
護
士
名
を
使
う
場
合
も
あ
り
ま

す
。 

　
こ
う
し
た
架
空
請
求
に
は
、
次
の

よ
う
に
対
処
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。 

全
く
身
に
覚
え
が
な
い 

　
突
然
「
有
料
情
報
サ
ー
ビ
ス
利
用

料
金
が
未
納
で
あ
る
」
な
ど
と
い
っ

て
、
電
話
や
郵
便
で
料
金
を
請
求
さ

れ
ま
す
。
「
自
宅
や
勤
務
先
ま
で
回

収
に
行
く
」
「
給
料
や
財
産
の
差
し

押
さ
え
を
す
る
」
な
ど
と
言
わ
れ
、

利
用
し
た
こ
と
が
な
く
て
も
、
不
安

に
な
っ
て
支
払
っ
て
し
ま
う
の
を
狙

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。 

※
利
用
明
細
も
示
さ
れ
ず
債
権
譲
渡

を
受
け
た
と
称
す
る
者
か
ら
の
請
求

は
ほ
と
ん
ど
架
空
請
求
で
す
。
支
払

い
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

★
「
大
至
急
ご
連
絡
く
だ
さ
い
」
と

記
載
さ
れ
て
い
て
も
、
電
話
を
か
け

直
す
な
ど
、
相
手
に
対
し
連
絡
を
取

っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
連
絡
し
て
し

ま
う
と
、
電
話
番
号
、
氏
名
、
住
所

な
ど
の
新
た
な
個
人
情
報
を
、
相
手

に
教
え
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
か
ね

ま
せ
ん
。 

も
し
か
し
た
ら
利
用
し
た
か
も
し
れ

な
い
… 

　
見
覚
え
の
な
い
着
信
履
歴
に
か
け

直
し
て
、
有
料
情
報
サ
ー
ビ
ス
に
つ

な
が
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
携
帯
電
話

の
操
作
を
誤
っ
て
有
料
サ
イ
ト
に
ア

ク
セ
ス
、
ク
リ
ッ
ク
し
た
り
す
る
と
、

後
か
ら
高
額
な
利
用
料
金
が
請
求
さ

れ
ま
す
。 

※
単
に
つ
な
が
っ
た
り
、
ア
ク
セ
ス

し
た
だ
け
、
ク
リ
ッ
ク
し
た
だ
け
で

は
、
契
約
は
成
立
し
て
い
な
い
の
で
、

支
払
い
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

★
架
空
請
求
と
は
言
い
き
れ
ま
せ
ん

が
不
当
な
請
求
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。 

★
こ
ち
ら
か
ら
は
相
手
に
対
し
連
絡

は
取
ら
な
い
こ
と
で
す
。 

★
電
話
で
請
求
さ
れ
た
場
合
は
契
約

の
無
効
を
主
張
し
ま
す
が
、
氏
名
や

住
所
な
ど
の
個
人
情
報
は
教
え
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

有
料
サ
イ
ト
を
利
用
し
た
覚
え
が
あ

る 　
有
料
サ
イ
ト
の
規
約
を
読
ま
な
か

っ
た
り
、
わ
か
り
に
く
い
場
所
に
規

約
の
記
載
が
あ
り
気
づ
か
ず
に
利
用

し
て
し
ま
う
と
、
思
わ
ぬ
高
額
な
利

用
料
金
の
ほ
か
、
延
滞
料
や
取
立
手

数
料
な
ど
を
不
当
に
請
求
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。 

★
こ
れ
ら
の
多
く
は
支
払
い
義
務
の

無
い
も
の
が
多
く
、
不
審
に
思
っ
た

ら
相
談
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
利
用
料
等
は
、
サ
イ
ト
運
営
業
者

か
ら
明
細
の
わ
か
る
書
面
が
郵
送
さ

れ
る
ま
で
は
安
易
に
連
絡
し
た
り
、

支
払
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

★
利
用
規
約
が
無
か
っ
た
り
、
わ
か

り
に
く
い
場
所
に
規
約
が
あ
り
、
無

料
だ
と
思
っ
て
利
用
し
た
ら
有
料
だ

っ
た
と
い
っ
た
場
合
は
、
錯
誤
に
よ

る
契
約
の
無
効
が
主
張
で
き
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。 

★
ま
た
、
未
成
年
者
に
つ
い
て
は
、

親
の
同
意
を
得
な
い
で
契
約
し
た
場

合
、
民
法
の
未
成
年
者
取
消
を
利
用

で
き
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。 

★
こ
の
よ
う
な
場
合
で
、
不
明
な
点

が
あ
れ
ば
、
相
手
に
連
絡
し
た
り
、

支
払
う
前
に
尾
張
県
民
生
活
プ
ラ
ザ

等
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。 

▼
相
談
窓
口
　
尾
張
県
民
生
活
プ
ラ

ザ
（
☎
０
５
８
６
―
７
１
―
０
９
９

９
）  

  

（月

（日

　１
　愛
法律
　お
　と
　と
　相
★各
　官
談し
依頼
①官
を含
②①
③①
　行
行政
ます
　問

▼
 

▼
 

▼
 

▼
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談 

曜日 
～ 
 

曜日 
時～ 
 

  

　
妊
娠
・
授
乳
中
は
お
酒
を
飲
ま
な
い
で
！ 

●
１０
月
は
母
子
保
健
強
化 

　
月
間 

  

　
妊
娠
中
・
授
乳
中
に
飲
酒
を
す
る

と
、
お
母
さ
ん
か
ら
赤
ち
ゃ
ん
に
ア

ル
コ
ー
ル
が
流
れ
込
み
、
赤
ち
ゃ
ん

の
発
達
上
の
問
題
を
招
く
恐
れ
の
あ

る
「
胎
児
性
ア
ル
コ
ー
ル
症
候
群
」

と
な
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。 

　
胎
児
は
ア
ル
コ
ー
ル
を
代
謝
す
る

能
力
が
未
発
達
な
た
め
、
母
体
よ
り

さ
ら
に
影
響
を
受
け
や
す
い
の
で
す
。 

　
飲
酒
の
リ
ス
ク
は
個
人
差
が
大
き

く
、
ど
の
く
ら
い
な
ら
安
全
と
い
う

量
の
目
安
は
、
現
在
で
は
ま
だ
は
っ

き
り
し
て
い
ま
せ
ん
。 

　
赤
ち
ゃ
ん
の
た
め
に
、
妊
娠
中
・

授
乳
中
は
禁
酒
し
ま
し
ょ
う
。 

　
ま
た
、
妊
娠
、
出
産
、
子
育
て
、

避
妊
、
性
の
問
題
な
ど
女
性
が
抱
え

る
心
や
か
ら
だ
の
悩
み
の
相
談
を
次

の
と
こ
ろ
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。 

   

女
性
の
健
康
な
ん
で
も
相
談 

▼
対
象
　
思
春
期
か
ら
更
年
期
ま
で

の
女
性 

▼
と
き
　
毎
週
月
〜
土
曜
日
、
午
後

１
時
３０
分
〜
４
時
３０
分 

▼
相
談
電
話
　
☎
０
５
２
―
６
１
３

―
５
７
５
１  

  

●
「
法
の
日
」 

　
無
料
登
記
相
談
会 

  
　
１０
月
１
日
は
「
法
の
日
」
で
す
。

こ
の
日
に
ち
な
ん
で
、
不
動
産
や
会

社
の
登
記
な
ど
に
つ
い
て
、
市
内
の

司
法
書
士
お
よ
び
土
地
家
屋
調
査
士

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。 

　
費
用
は
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。 

▼
と
き
　
１０
月
１３
日
　
午
後
１
時
〜

４
時 

▼
と
こ
ろ
　
市
役
所
市
民
相
談
室 

▼
主
な
相
談
内
容 

★
不
動
産
の
登
記
…
土
地
や
建
物
の

売
買
・
贈
与
・
相
続
・
遺
産
分
割
・

遺
言
、
土
地
の
境
界
の
確
定
・
分
筆
、

建
物
の
新
築
・
増
築
な
ど 

★
会
社
の
登
記
…
株
式
会
社
や
有
限

会
社
の
設
立
・
役
員
変
更
・
増
資
・

本
店
の
変
更
な
ど 

★
家
庭
裁
判
所
に
お
け
る
成
年
後
見

人
に
関
す
る
手
続
き
な
ど 

★
破
産
、
個
人
民
事
再
生
申
立
手
続

な
ど 

▼
問
合
先
　
市
民
相
談
室
（
☎
３
８

―
５
８
２
２
）  

              

●
教
育
相
談 
  

　
不
登
校
や
い
じ
め
、
学
校
や
家
庭

に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
ご
と
を

持
つ
保
護
者
な
ど
を
対
象
に
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
。 

　
お
気
軽
に
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

▼
と
き
　
１０
月
１８
日
　
・
２５
日
　
午

後
１
時
〜
４
時
（
原
則
と
し
て
毎
月

第
２
・
第
４
月
曜
日
） 

▼
と
こ
ろ
　
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
く

す
の
き
の
家
適
応
指
導
教
室
お
お
く

す
相
談
室（
中
本
町
西
出
口
１５
―
１
） 

▼
相
談
員
　
久
保
亮
さ
ん
（
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
） 

▼
そ
の
他
　
電
話
で
の
相
談
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。 

　
な
お
、
予
約
さ
れ
た
人
が
優
先
と

な
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了

承
く
だ
さ
い
。 

▼
問
合
先
　
適
応
指
導
教
室
（
☎
３

８
―
０
３
０
０
）  

 
 

　
相
談
室
で
お
子
さ
ん
を
遊
ば
せ
な

ら
、

く

 

 

（月） 

（月） 

（水） 

 

児
童
新
着
図
書
の
紹
介 

岩
倉
市
図
書
館 

☎
３７
―
6
8
0
4

★
タ
ニ
シ
の
が
く
げ
い
か
い 

 

　
阿
部
夏
丸
　
文 

　
村
上
康
成
　
絵 

　
　
　
　
　
分
類
　
児
童
よ
み
も
の 

     

　 

         

　
す
ば
ら
し
い
絵
っ
て
ど
ん
な
絵
だ

ろ
う
？
　
タ
ニ
シ
の
兄
弟
は
お
絵
描

き
が
大
好
き
。
ド
ー
ナ
ツ
池
の
泥
の

上
を
歩
く
と
、
歩
い
た
跡
が
不
思
議

な
模
様
の
絵
に
な
る
の
で
す
。
そ
こ

で
、
学
芸
会
で
は
も
っ
と
す
ご
い
絵

を
発
表
し
よ
う
と
し
ま
す
が
…
。 

★
あ
り
が
と
う
に
あ
り
が
と
う 

 

つ
ち
だ
よ
し
は
る
　
え 

　
　
　
　
や
す
い
す
え
こ
　
ぶ
ん 

　
　
　
　
　
　
　
　
分
類
　
絵
本 

              

　
今
夜
は
お
祭
り
。
り
す
の
リ
ン
タ 

は
お
祭
り
の
準
備
を
手
伝
い
ま
す
が 

失
敗
ば
か
り
。
ぼ
く
っ
て
「
だ
め
だ 

め
り
す
」
な
の
か
な
…
。
落
ち
込
ん 

だ
リ
ン
タ
で
し
た
が
、
ピ
エ
ロ
の
バ 

ク
さ
ん
か
ら
大
事
な
手
伝
い
を
た
の 

ま
れ
ま
す
。
一
生
懸
命
で
や
さ
し
い 

り
す
の
絵
本
で
す
。 

 

★
あ
り
ん
こ
こ
り
ん
　 

藤
枝
リ
ュ
ウ
ジ
　
文
・
絵 

★
ぼ
く
ら
は
、
行
く
。 大

島
ま
や
　
著 

芝
崎
隆
哉
　
画 

★
バ
ラ
色
の
怪
物 

笹
生
洋
子
　
著 

★
く
り
ち
ゃ
ん
と
ひ
ま
わ
り
の
た
ね 

ど
い
か
や
　
さ
く 

　
社
会
福
祉
協
議
会 

あ   

べ  

な
つ
ま
る 

む
ら
か
み
や
す
な
り 

く   

ぼ  
ま
こ
と 
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電話相談 相談場所 面接相談（予約制） 

南部保育園 
内子育て支 
援センター 

東部保育園 
内子育て支 
援センター 

大地町 
小森５ 
☎　 
３８―３９１１ 

大市場町 
順喜１１ 
☎　 
３８―２３８７ 

毎週 
月～金曜日 
午前９時～ 
午後４時 

毎週 
月～金曜日 
午前１０時～ 
午後３時 

毎週 
月・水・金曜日 
午後１時～ 
４時 

毎週 
月・水・金曜日 
午後１時～ 
３時 

※いずれも、祝日・振替休日を除きます。 

）  

）  

  
●
子
育
て
相
談 

　
　 

 

　
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

乳
幼
児
の
子
育
て
に
関
す
る
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
。 

　
「
育
児
に
つ
い
て
相
談
す
る
人
が

い
な
く
て
…
」
「
な
か
な
か
話
さ
な

い
け
ど
、
言
葉
が
遅
れ
て
い
る
の
で

は
…
」
「
子
ど
も
っ
て
ど
う
し
て
こ

ん
な
に
よ
く
泣
く
の
だ
ろ
う
」
「
そ

ろ
そ
ろ
離
乳
食
を
始
め
た
い
け
ど
…
」

な
ど
な
ど
。 

               

　
相
談
室
で
お
子
さ
ん
を
遊
ば
せ
な

が
ら
、
気
兼
ね
な
く
お
話
が
で
き
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

▼
と
き
・
と
こ
ろ
　
表
の
と
お
り 

▼
問
合
先
　
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
（
南
部
保
育
園
内
☎
　
３
８
―

３
９
１
１
、
東
部
保
育
園
内
☎
　
３

８
―
２
３
８
７
） 

       

  

●
寄
付
の
お
礼 
  

　
次
の
と
お
り
寄
付
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

▼
社
会
福
祉
法
人
い
わ
く
ら
福
祉
会

「
み
の
り
の
里
」
へ 

★
カ
ラ
オ
ケ
発
表
会
　
久
保
義
幸
様 

金
１０
万
２
千
９
９
３
円 

▼
岩
倉
市
へ 

★
岩
倉
樋
先
土
地
区
画
整
理
組
合
様 

金
９
万
２
千
１
３
１
円 

 

を
発
表

す
が

 

い
か
や
　
さ

 

市 民 相 談   
市民相談室（☎３８－５８２２） 

 

お気軽にご相談ください 
 

　市民相談室は、市役所１階です。個室の相談室となっていますの
で、お気軽にご相談ください。 
　なお、各相談は、正午から午後１時までお昼の休憩をいただきま
す。 
■一般相談 
　とき  月～金曜日（祝日、振替休日を除く） 
　午前９時～午後４時 
■外国人のための相談（岩倉市国際交流協会） 
「こんにちはコーナー」 
　１０月　３日（日）午後１時～３時 
　１０月１７日（日）午後１時～３時 
■税務相談 
　１０月　７日（木）午後１時～４時 
■人権相談 
　１０月　８日（金）午後１時～４時 
■法律相談（予約制…定員各６人） 
　１０月１２日（火）午後１時～４時 
　１０月２７日（水）午後１時～４時 
※毎月１日（土・日曜日、祝日、振替休日は順延）午前９時から、
市民相談室で当月分の予約を受け付けます（先着順、電話可）。 
■登記相談 
　１０月１３日（水）午後１時～４時 
■知的障害者相談 
　１０月１４日（木）午後１時～４時 
■総合福祉相談 
　１０月１５日（金） 
★女性悩みごと相談 
　午前１０時～午後３時３０分 
★身体障害者相談 
　午後１時～４時 
★戦傷病者・戦没者遺族相談 
　午後１時～４時 
■行政相談 
　１０月２２日（金）午前１０時～午後３時 
■年金相談 
　１０月２５日（月）午前１０時～午後３時 

●心の相談電話 ☎３７－７８６７ 
　いじめの問題、親子・近隣関係などの心の悩みは、一人でくよく
よしていても、何の解決にもなりません。経験豊かなボランティア
が電話で相談をお受けします。お気軽におかけください。 
　とき　毎週月曜日　午前１０時～午後４時（祝日、振替休日を除
く） 

▼
 

▼
 

 

　
社
会
福
祉
協
議
会 

　
相
談
コ
ー
ナ
ー 

☎
３
７
―
３
１
３
５ 

 

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
の
２
階
相
談
室
で
、

次
の
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 

心
配
ご
と
相
談 

　
困
り
ご
と
や
悩
み
ご
と
に
つ
い

て
の
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

▼
と
き
　
毎
週
火
曜
日
　
午
後
１

時
〜
３
時 

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談 

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
み

た
い
人
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
来
て

も
ら
い
た
い
人
な
ど
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
関
す
る
相
談
を
行
っ
て
い

ま
す
。 

▼
と
き
　
月
〜
金
曜
日
　
午
前
８

時
３０
分
〜
午
後
５
時 

※
毎
週
木
曜
日
（
午
前
１０
時
〜
正

午
、
午
後
１
時
〜
３
時
）
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
実
際
に
行
っ

て
い
る
人
が
相
談
に
あ
た
り
ま
す
。 

み  　な  　       な     や      む     な 
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あなたの家の自慢話をお聞かせください。 

あなたがやっているボランティア活動を 
教えてください。 

わが家の わが家の 

　
下
本
町
の
吉
村
尚
晃
・
有
紀
さ
ん
の
長

女
佳
純
ち
ゃ
ん
（
２
歳
）
。 

 

●
お
母
さ
ん
の
一
言 

　
近
ご
ろ
、
少
し
ず
つ
話
せ
る
よ
う
に
な

り
、
何
を
す
る
に
も
好
奇
心
お
う
盛
で
お

し
ゃ
ま
な
佳
純
。 

　
早
い
も
の
で
２
度
目
の
誕
生
日
を
迎
え

て
ち
ょ
っ
ぴ
り
お
姉
さ
ん
に
な
り
ま
し
た

ね
。 

　
佳
純
の
笑
顔
は
、
み
ん
な
を
笑
顔
に
し

て
く
れ
ま
す
。
い
つ
ま
で
も
そ
の
笑
顔
を

忘
れ
ず
、
思
い
や
り
の
あ
る
や
さ
し
い
女

の
子
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。 

よ
し
む
ら
ひ
さ
て
る
　  

　  

ゆ   

き 

佳
純 

ち
ゃ
ん 

 

か
　
す
み 

感
謝
状
を
贈
呈
！
　 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

民
俗
資
料
を
寄
贈 

大
野
義
彦
（
下
本
町
）
様 

 

　
民
俗
資
料
と
し

て
、
金
屏
風
、
鬼

瓦
、
柳
行
李
、
火

鉢
、
書
籍
、
軍
服

ベ
ル
ト
な
ど
を
寄

贈
い
た
だ
き
ま
し

た
。 

お
お  

の   

よ
し
ひ
こ 

ご
う    

り 

や
な
ぎ 

市
民
体
育
祭
の
ポ
ス
タ
ー
を
制
作 

　
伊
藤
千
恵
（
岩
倉
総
合
高
等
学
校
３
年
）
様 

  

　
今
年
の
岩
倉
市

民
体
育
祭
の
ポ
ス

タ
ー
を
制
作
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

い   

と
う  

ち     

え 

ま
ち
づ
く
り
カ
レ
ン
ダ
ー
の
作
成
に
貢
献 

　
　
　
　
小
川
正
彦
（
本
町
）
様 

 

　
永
年
に
わ
た
り
、

岩
倉
市
ま
ち
づ
く

り
カ
レ
ン
ダ
ー
の

委
員
と
し
て
、
活

躍
さ
れ
ま
し
た
。 

お   

が
わ
ま
さ
ひ
こ 

市
民
の
ひ
ろ
ば
は
市
民
の
皆
さ
ん
が 

作
り
出
す
ペ
ー
ジ
で
す
！ 

　
市
民
の
ひ
ろ
ば
・
い
わ
く
ら
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
投
稿
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
「
あ
な
た
の
家
の
自
慢
話
」

や
「
隠
れ
た
名
人
」
、
ま
た
、
「
ふ
れ
あ
い

フ
ァ
ミ
リ
ー
」
な
ど
、
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く

だ
さ
い
。 

　
ま
た
、
ご
連
絡
を
い
た
だ
け
れ
ば
取
材
に

も
伺
い
ま
す
。 

▼
問
合
先
　
企
画
課
広
報
広
聴
係
（
☎
３
８

―
５
８
０
２
） 
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秀
人 

く
ん 

し
ゅ
う 

と 

　
本
町
の
今
坂
秀
紀
・
る
り
さ
ん
の
長
男

秀
人
く
ん
（
１１
か
月
）
。 

 

●
お
母
さ
ん
の
一
言 

　
い
つ
も
元
気
い
っ
ぱ
い
１０
月
で
１
歳
に

な
る
秀
人
君
。
あ
な
た
の
成
長
の
早
さ
に

は
び
っ
く
り
で
す
。
甘
え
ん
坊
で
泣
き
虫

君
だ
け
ど
、
新
し
い
こ
と
が
で
き
る
と
、

得
意
げ
な
顔
を
し
て
み
ん
な
を
笑
顔
に
し

て
く
れ
ま
す
。 

　
お
姉
ち
ゃ
ん
の
お
歌
に
合
わ
せ
て
体
を

上
下
さ
せ
て
リ
ズ
ム
を
取
る
姿
。
２
人
の

楽
し
そ
う
な
姿
が
わ
が
家
の
幸
せ
で
す
。

ど
ん
な
や
ん
ち
ゃ
君
に
な
る
の
か
な
〜
？

　
わ
が
家
の
宝
物
秀
人
君
へ
。 

い
ま
さ
か
ひ
で  

き 

  お      がさ     わら     み        よ        こ 

●あいち防災リーダー　　小笠原三代子 
　「いざという時」よりも「今」、何をすべきかを考え
てみましょう。今地震が起きたら、速やかに逃げること
ができますか？ 

頭…落下物などから保護するためのヘルメ
ット、防災ずきん 
体…服は、燃えにくい木綿製の長袖、長ズ
ボンを着用 
手…ガラス片などによるけがを防ぐ手袋　
（軍手など） 
足…ガラス片などによるけがを防ぐため、
底の厚い丈夫な靴 
★他にタオルなども用意しておくと良い。 

衣（服装） 

家屋…昭和５６年以前に建築された木
造家屋は、耐震診断をする必要があり
ます。ぜひ、診断を受けてください。 
家具…家具の転倒防止はしてあります
か？　食器棚の食器類の飛び出し防止
に防止柵を取り付けたり、観音開きの
扉には、留め金具を付けたりしておき
ましょう。 
寝室…寝室には物を置かないようにし
ましょう。逃げ場となる安全な空間を
確保し、出入り口や通路には物を置か
ないようにしましょう。 
ガラス…窓や戸のガラスには、飛散防
止フィルムを貼りましょう。 

住（住宅） 

食料…乾パン、缶詰、インスタント食品類、さらに割
りばし、紙コップ、皿、ナイフなど調理や食事に必要
な用品 
水…飲料水は、最低１人１日３㍑は必要です。 
燃料…卓上コンロのガスボンベは十分に用意しましょ
う（１本につき約２時間が目安です）。 
★非常持出袋は、男性１５㌔㌘、女性１０㌔㌘が限度。
もう一度確かめて日付も書いておきましょう。 

食（食料、飲料水、燃料） 

あなたの家は大丈夫？　家の中の危険 

　家が倒れなければ火災も起きず、家族も安全です。
被害を出さないよう考えて、日ごろから訓練や備えを
しておくことが大切です。十分な備えをして災害に強
くなりましょう。 
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２
年
生
の
自
然
教
室 

　
岩
倉
中
学
校
２
年
生
２
６
６
人
は
、
６
月
１５
日
か

ら
１７
日
ま
で
の
二
泊
三
日
の
日
程
で
「
国
立
若
狭
湾

少
年
自
然
の
家
」
で
自
然
教
室
を
行
い
ま
し
た
。 

　
３
日
間
の
活
動
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
ま
で
の
準
備

段
階
か
ら
生
徒
た
ち
は
多
く
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。 

 

　
１
日
目
は
、
自
然

の
家
に
到
着
し
て
か

ら
班
ご
と
に
活
動
を

行
い
ま
し
た
。
夜
は
、

『
漁
り
火
の
集
い
』

を
行
い
、
友
だ
ち
の

新
し
い
一
面
を
発
見

す
る
と
と
も
に
学
年

の
団
結
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

　
２
日
目
に
は
、
こ
の
自

然
教
室
の
メ
ー
ン
で
も
あ

る
『
カ
ッ
タ
ー
漕
艇
』
を

体
験
。
み
ん
な
で
力
を
合

わ
せ
一
生
懸
命
頑
張
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
個
人
選
択
活
動

に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。 

 

　
こ
の
自
然
教
室
を

通
し
て
多
く
の
こ
と

を
身
に
つ
け
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
そ

の
後
の
学
校
生
活
の

中
で
、
そ
れ
ら
を
生

か
し
な
が
ら
２
年
生

は
着
実
に
伸
び
て
い

ま
す
。 

３
年
生
の
修
学
旅
行  

　
５
月
１８
日
か
ら
２０
日
ま
で
、
岩
倉
中
学
校
３
年
生

２
７
３
人
は
東
京
・
舞
浜
方
面
へ
修
学
旅
行
に
行
き

ま
し
た
。
３
年
生
に
と
っ
て
は
、
１
学
期
最
大
の
行

事
で
す
。 

　
１
日
目
は
、
国

会
議
事
堂
を
見
学

し
た
後
、
デ
ィ
ズ

ニ
ー
ラ
ン
ド
で
思

い
切
り
楽
し
み
ま

し
た
。 

　
２
日
目
は
、
目

的
別
に
グ
ル
ー
プ

を
作
っ
て
都
内
で

班
別
行
動
を
し
ま

し
た
。
生
徒
各
自

が
課
題
を
持
っ
て

見
学
地
で
追
究
学
習
や
体
験
活
動
を
し
ま
し
た
。 

  

３
日
目
は
、
学
級
ご
と
に
見
学
地
を
決
め
て
見
学
を

し
ま
し
た
。
３
日
間
の
修
学
旅
行
で
、
学
級
・
学
年

の
団
結
が
高
ま
り
ま
し
た
。 

３
年
間
の
ま
と
め
の
部
活
動 

　
水
泳
部
・
柔
道
部
の
東
海
大
会
で
の
活
躍
を
始
め
、

各
部
が
県
大
会
・
西
尾
張
大
会
・
管
内
大
会
で
頑
張

り
ま
し
た
。
３
年

間
続
け
て
き
た
部

活
動
を
通
し
て
、

生
徒
た
ち
は
多
く

の
こ
と
を
学
び
、

後
輩
に
も
よ
い
伝

統
を
残
し
て
く
れ

ま
し
た
。 

　
現
在
は
、
各
自

の
夢
の
実
現
（
進

路
）
に
向
け
て
頑

張
っ
て
い
ま
す
。 

１
年
生
の
１
学
期 

　
４
月
７
日
に
入
学
し
た
１
年
生
も
１
学
期
を
終
え
、

中
学
生
と
し
て
の
夏
休
み
を
過
ご
し
て
す
っ
か
り
中

学
生
ら
し
く
な
り
ま
し
た
。 

　
４
月
１５
日
に
行
わ
れ
た
『
新
入
生
歓
迎
会
』
で
は
、

部
活
動
の
紹
介
も
あ
り
、
ど
の
部
に
入
ろ
う
か
と
目

を
輝
か
せ
て
い
た
１
年

生
も
、
今
で
は
そ
れ
ぞ

れ
の
部
の
欠
か
す
こ
と

の
で
き
な
い
部
員
と
し

て
頑
張
っ
て
活
動
を
し

て
い
ま
す
。
歓
迎
会
の

後
に
種
を
ま
い
た
コ
ス

モ
ス
が
、
今
年
も
か
れ

ん
な
姿
を
見
せ
て
く
れ

ま
し
た
。   

　
６
月
に
は
、
総
合
学

習
の
一
環
と
し
て
『
市
内
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
』

を
行
い
ま
し
た
。
地
域
を
知
り
、
地
域
か
ら
学
び
、

地
域
に
働
き
か
け
る
と
い
う
、
３
年
間
の
総
合
学
習

の
最
初
の
取
り
組
み
で
し
た
。 

　
１
年
生
は
、
２
年
生
・
３
年
生
を
越
え
る
こ
と
を

目
標
に
、
学
習
や
運
動
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。 

学
校
全
体
で 

　
岩
倉
中
学
校
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

機
会
を
通
し
て
『
い
の
ち
』
の
学
習

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
教
科
の
授

業
は
も
ち
ろ
ん
、
道
徳
や
学
級
活
動
、

行
事
な
ど
を
通
し
て
い
の
ち
の
大
切

さ
を
考
え
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。 

　
１０
月
１４
日
に
は
、
鹿
児
島
か
ら
種

村
先
生
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
生
徒

に
い
の
ち
の
大
切
さ
を
語
っ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
　 

岩倉中学校ホームページで学校の 
情報をぜひ、ご覧ください。 
http://www.iwakura-j.aichi-c.ed.jp

▲カッター漕艇体験 

▲漁り火の集い ▲自然教室スローガン 

そ
う
て
い 

岩倉中学校 

平成16年10月1日 28



広報に掲載した写真をさしあげます。 
●申込先  企画課広報広聴係（☎38-5802）まで。 

　９月４日、くすのきの家で親子チャレンジ教室が開か

れ２８組の親子が「こけ玉」作りにチャレンジしました。 

　講師の桜井和義さんに作り方などの説明を受けた後、

水苔と赤玉土、ケト土をみんなで一緒に混ぜ合わせ、ソ

フトボールくらいの大きさに丸めました。そして、用意

された松やカエデの実、笹やリュウノヒゲなどを植え、

糸を巻いて形を整えて完成です。 

　自分だけの作品を手にした子どもたちは、「何が生え

てくるのかな」と楽しみにしていました。 

　９月５日、市民の皆さんに救急医療・救急業務お

よび消防業務に対する正しい理解と認識を深めても

らおうと消防署を開放しました。 

　この日は、今にも雨の降りそうなあいにくの曇り

空でしたが、親子連れなど６５７人の市民の皆さん

が訪れ、応急手当の指導を受けたり、はしご車に試

乗したりと日ごろ行われている救急・消防業務を体

験しました。 

　放水体験コーナーでは、消防服に身を包んだ子ど

もたちが消防士になりきり、消防職員の指導で的め

がけて勢いよく放水していました。 

　９月１１日、図書館と公民館で第１１回人形劇フ

ェスティバルが開かれました。 

　この日は、四つの人形劇団がいろいろな出し物を

披露し、それぞれの会場では親子連れなど合計約 

７００人がかわいい人形の「お芝居」を楽しみました。 

　人形劇団パンの演じた「おおかみと七匹のこやぎ」

は、１台のワゴンを舞台に、すべてのキャラクター

を１人で操り、舞台の転換もするというユニークな

もので、小さな舞台で繰り広げられる大熱演に、子

どもたちは大喜びで見入っていました。 

ワゴンの舞台で大熱演 
～人形劇フェスティバル～ 

消防署ってどんなところ？ 
～消防署開放～ 

わたしの作った小さな森 
～親子チャレンジ教室～ 

 
さくらい かずよし 

着

伸

ま
す
。 

路
）

張
っ
て
い
ま
す
。 

切

だ
き
ま
す
。
　 

岩
情
h
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古紙配合率100％再生紙を使用しています この印刷は環境にやさしい大豆インキを使 
用しています 白色度70％ 

いわくらし

ちき
ゅうにやさしい
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★２歳児歯科健康診査　はつらつ元気くらぶ（老人憩の家） 
分別収集/下本町・昭和町・旭町・栄町二丁目・新柳町 
古紙と古着の日/曽野町・稲荷町・大山寺町・大山寺元町・大山寺本町・五条町・大市場町 

★基本健康診査　★住民検診　★離乳食教室　 
分別収集/八剱町･井上町･神野町･石仏町 
古紙と古着の日/中本町･東町･中野町･鈴井町 

朝市/岩倉団地 
野菜の広場/岩倉駅地下道 

　休日急病診療（押谷誠　おしたにクリニック） 
※市役所市民スペースはお休みです。 
 

野菜の広場/岩倉駅地下道 

★基本健康診査　★住民検診　はつらつ元気くらぶ（南部老人憩の家） 
分別収集/曽野町･稲荷町･大山寺町･大山寺元町･大山寺本町･五条町･大市場町  
古紙と古着の日/下本町･昭和町･旭町･栄町二丁目･新柳町 

★基本健康診査　★住民検診 
野菜の広場/岩倉駅地下道 

★基本健康診査　★住民検診 
分別収集/大地町・大地新町・中央町・南新町・川井町・北島町・野寄町  
古紙と古着の日/泉町・西市町・本町・宮前町・栄町一丁目 

★基本健康診査　★住民検診 
野菜の広場/岩倉駅地下道 

★基本健康診査　★住民検診 

★基本健康診査　★住民検診　 
はつらつ元気くらぶ（岩倉病院） 
分別収集/東新町（岩倉団地） 

体育の日 
　休日急病診療（向井研　いわくら耳鼻咽喉科） 
※市役所市民スペースはお休みです。 

木 ★１歳6か月児健康診査 

　休日急病診療（永吉昭一　なかよしこどもクリニック） 
朝市/東町 

★基本健康診査　★住民検診 
★乳幼児健康相談 

「声の広報」を用意しています。 
●申込・問合先  岩倉市社会福祉協議会（☎３７-３１３５） 
または、企画課広報広聴係（☎３８-５８０２）まで。 

　北島町向陽寺の前を歩いていて、山門右脇の祠に観音様の姿が刻

まれた石がまつられているのを見つけました。 

　向陽寺は、曹洞宗のお寺で、小牧市の正眼寺を本寺として１６世

紀終わりころに開かれたと伝えられており、たくさんの石仏文化財

が残されています。 

　石に刻まれた像は、如意輪観音菩薩で自然石の形を生かして優美

な姿をしています（写真左）。この菩薩像は、寛政元年（１７８９

年）に脇田与須右門という人が作ったことが刻まれているそうです。 

　如意輪観音像は、地蔵菩薩像と仲良く並んで、行き交う人たちを

やさしく見つめていました。 

 

 

～北島町かいわい～ 

●発行/岩倉市役所 
〒482-8686 愛知県岩倉市栄町一丁目66番地 
☎０５８７-６６-１１１１（代表）　　０５８７-６６-６１００ 
●編集/総務部企画課広報広聴係 
●毎月2回 1日・15日発行 
●岩倉市ホームページアドレス 
http://www.city.iwakura.aichi.jp/

岩倉市の人口／48，316人（＋16人） 
            男性/24，086人（＋  4人） 
            女性/24，230人（＋12人） 
          世帯数/19,257世帯（＋2世帯） 
                （9月1日現在） 

★印は保健センター 
休日急病診療の担当医は、変更する場合があります。 
岩倉市のホームページをご覧ください。 
万歩計貸し出し、健康チェックの日、母子健康手帳 
交付は毎週木曜日です。 
※毎週金曜日（祝日を除く）は、市民窓口課の証明 
発行業務を午後７時まで延長しています。 

ほこら 

にょ  い りん 

かんせい 

わき  た　よ　す　え  もん 
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